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琶 彙
丁

一 一
一 一

革

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る

議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の

―
―
確
立
期

「議
会
中
心
主
義
」
の
構
造

・
試
論
―
―

（
〓五
）小

　
沢
　
隆

序一
、
予
算
議
決
過
程
に
み
ら
れ
る
「
議
会
中
心
主
義
」

二
、
「議
会
申
心
主
義
」
批
判
の
登
場

一二
、
「議
会
改
革
」
論
の
意
義
―
―
″統
治
構
造
の
改
革
″
に
お
け
る
そ
の
位
置
を
め
ぐ
っ
て

四
、
製
鷲
〓改
革
」
の
実
際
―
―
二一九
〇
〇
年
二
月
〓
ハ
日
代
議
院
議
院
規
則
改
訂
と
そ
の
後

０
　
一
九
〇
〇
年
以
前
の
状
況

０
　
一
九
〇
〇
年
二
月
一
六
日
の
代
議
院
議
院
規
則
改
訂

０
　
一
九
〇
〇
年
以
後
の
展
開

０
　
議
院
規
則
改
訂
を
め
ぐ
る
動
向

０

「議
Ａ苓
改
革
」
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（以
上
、
二
九
巻
二
～
四
号
・
四
〇
巻

一
号
）

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革
（五
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一七



法
経
研
究
四
〇
巻
二
号

（
一九
九
一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一八

０

「議
会
改
革
」
に
お
け
る

一
九
〇
〇
―
一
九

一
四
年
の
意
義

五
、
学
説
の
動
向

０
　
議
会
制
の
変
様
と
学
説

０
　
エ
ス
マ
ン
の

「
半
代
表
制
」
論

０
　
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
の

「半
代
表
制
」
論
　
　
　
　
　
　
（以
上
　
本
号
）

０
　
デ
ュ
ギ
ー
の
議
会
制
論

０

「議
会
改
革
」
と
学
説

四
、
「議
会
改
革
」
の
実
際
―
一
九
〇
〇
年
二
月

Ｉ
ハ
日
の
代
議
院
議
院
規
則
改
訂
と
そ
の
後

（
承
前
）

同
　
一
九
〇
〇
年
以
後
の
展
開

（承
前
）

＜ｃ＞
　
「議
会
改
革
」
に
お
け
る

一
九
〇
〇
―
一
九

一
四
年
の
意
義

前
稿

（本
誌
四
〇
巻

一
号
）
で
は
、　
一
九
〇
〇
年
の

「改
革
」
以
降
、
第

一
次
大
戦
勃
発
ま
で
の
時
期
に
お
け
る

「議
会
改
革
」
問
題
の
推

移
を
み
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
時
期
の
事
態
は
、
「
議
会
改
革
」
の
展
開
の
中
で
い
か
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
と
ら
え
ら
れ
る
べ

き
か
。

一
九
〇
〇
年
の
「改
革
」
は
、
す
で
に
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
以
前
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た

「議
会
改
革
」
の
構
想
に
照
ら

し
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
「控
え
目
」
な
も
の
に
留
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
こ
の

「改
革
」
の
標
的
で
あ
っ
た

「
議
会
中
心
主



義
」
の
政
治
シ
ス
テ
ム
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
議
会
内
で
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
当
時
に
お
け
る
あ
り
よ
う
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
ア
ロ
ン
デ
ィ
ス
マ
ン
を
基
礎
単
位
と
す
る

「小
選
挙
区
二
回
投
票
制
」
に
基
づ
く
下
院

（議
員
）
が
そ
の
強
力
な

（中
央
・
地
方
に
ま
た

が
る
）
予
算
権
限
を
行
使
し
て
推
進
す
る

「議
会
ク
ラ
イ
ア
ン
テ
リ
ズ
ム
」
（＝
地
方
的
利
益
誘
導
政
治
）、
こ
れ
に
も
っ
ぱ
ら
に
依
拠
す
る
勢

力
が
議
会
内
に
滞
留
な
い
し
は
進
出
し
、
し
か
も
そ
れ
が
、
急
進
派
を
中
軸
に
右
は
穏
健
共
和
派
か
ら
左
は
社
会
主
義
派
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的

傾
向
を
越
え
て
広
が
っ
て
い
た
、
と
い
う
当
時
の
事
情
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
勢
力
が
、　
一
九
〇
〇
年
に
始
ま
る

「急
進

共
和
制
」
を
支
え
る
院
内
基
盤
と
な
る
。
「急
進
共
和
制
」
は
、
議
会
共
和
制
の
理
念
、
す
な
わ
ち
議
会

（そ
の
背
後
に
は
普
通
選
挙
権
に
よ
っ

て
議
会
に
影
響
力
を
持
つ
主
権
者
国
民
が
控
え
る
）
内
の
幅
広
い
共
和
派
に
支
持
さ
れ
た
内
閣
が

「共
和
主
義
」
的
施
策
を
推
進
す
る
と
い
う

観
念
に
依
拠
し
な
が
ら
成
立
し
た
。
こ
れ
は
、
「議
会
中
心
主
義
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
そ
の
も
の
で
あ
る
。
「議
会
改
革
」
が
院
内
で
議
論
さ
れ

て
い
る
ま
さ
に
そ
の
時
、
「議
会
中
心
主
義
」
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
は

″全
盛
″
を
迎
え
る
の
で
あ
っ
て
、
「改
革
」
の
収
縮
も
こ
の
あ
た

り
に
根
拠
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
「議
会
中
心
主
義
」
体
制
の
変
様
は
、
ま
さ
し
く
こ
の

「急
進
共
和
制
」
の
時
期
か
ら
始
ま
る
。
「議
会
中
心
主
義
」
は
、
地
方
政

治
へ
の
中
央
の
関
与
を
議
会

（議
員
）
の
ル
ー
ト
に
〓
死
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
て
き
た
。
急
進
党
内
閣
は
、
地
方
当
局
の

「共
和
主

義
」
化
を
促
進
す
る
と
同
時
に
、
従
来
、
議
会
が
独
占
し
て
き
た
地
方
財
政
へ
の
統
制
権
を
行
政
権
に
一
部
委
譲
す
る
改
革
を
実
施
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
「議
会
ク
ラ
イ
ア
ン
テ
リ
ズ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
状
況
は
、
部
分
的
に
解
消
へ
と
向
か
う
。
い
わ
ゆ
る

「選
挙
予
算
」
な
る
現
象

が

一
九
〇
〇
年
以
降
は
あ
ま
り
取
沙
汰
さ
れ
な
く
な
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
に

よ
っ
て
中
央
の
地
方
に
対
す
る
利
益
誘
導
は
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
地
方
行
政
事
務
の
増
大
に
と
も
な
っ
て
、
全
体
と
し
て
は
中
央
統

制
は
む
し
ろ
強
化
の
方
向
を
示
す
。
そ
し
て
、
従
来
、
専
ら
議
会
と
い
う
ル
ー
ト
を
通
じ
て
展
開
し
て
き
た
利
益
誘
導
政
治
が
、
行
政

（内
閣
―

県
―
市
町
村
）
の
ル
ー
ト
も
得
て
、
「構
造
化
」
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
と
も
か
く
も
、
「議
会
中
心
主
義
」
を
固
有
に
支
え
て
き
た

「議

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（五
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一九



法
経
研
究
四
〇
巻
二
号

（
一
九
九
一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇

会
ク
ラ
イ
ア
ン
テ
リ
ズ
ム
」
は
そ
の
影
を
薄
く
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
動
き
を
集
大
成
す
る
形
で
、
比
例
代
表
制
の
導

入
問
題
が
持
ち
上
が
る
。
こ
の
問
題
に
よ
っ
て
、
「議
会
中
心
主
義
」
の
シ
ス
テ
ム
に
と
っ
て
不
可
欠
の
要
素
で
あ
っ
た

「
小
選
挙
区

・
二
回

投
票
制
」
が
当
の
代
議
院
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
失
う
に
至
り
、
フＬ
フＬ
に

「議
会
中
心
主
義
」
は
、
も
は
や
そ
の
実
体
を
喪
天
す
る
ア」
と
に
な
る
。

か
く
し
て
、
「急
進
共
和
制
」
は
、
「議
会
中
心
主
義
」
の

″確
立
″
と
い
う
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
表
象
の
裏
で
、
「議
会
中
心
主
義
」
の
崩

壊
を
準
備
し
た
時
期
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た

「議
会
中
心
主
義
」
の
崩
壊
は
、
根
本
的
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
帝
国
主
義
の
確
立
と
い
う
事
態
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
「
急

進
共
和
制
」
が
展
開
し
た
諸
種
の

「
共
和
主
義
」
政
策
も
、
部
分
的
に
は
帝
国
主
義
政
策
と
矛
盾
す
る
内
容
を
含
み
つ
つ
も

（例
え
ば

「兵
役

二
年
制
」
）、
全
体
と
し
て
は
帝
国
主
義
確
立
の

″露
払
い
″
的
性
格
が
見
て
と
れ
る
。
政
教
分
離
、
教
育
の
世
俗
化
は

「
単

一
の
共
和
国
フ

ラ
ン
ス
」
の
観
念
の
国
民
的
浸
透
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
っ
た
し
、
こ
れ
ら
が
土
台
と
な
っ
て
こ
そ
、
軍
隊
内
に
も

「共
和
国
へ
の
忠
誠
」
（＝

愛
国
心
）
を
育
成
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「議
会
中
心
主
義
」
の
下
で
肥
大
化
し
た
議
会
の
予
算
権
限
は
、
帝
国
主

義
的
対
立
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
と
の
そ
れ
が
激
し
く
な
る
中
、
ま
ず
軍
事
予
算
の
分
野
に
お
い
て
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の

際
、
社
会
主
義
勢
力
を
除
く
す
べ
て
の
院
内
会
派
は
こ
れ
を
支
持
し
た
。
も
は
や
こ
こ
に
は
、
「議
会
中
心
主
義
」
を
支
え
た
コ
ン
セ
ン
サ
ス

は
存
在
し
な
い
。

議
会
の
予
算
権
限
を
縮
減
す
る
軍
拡
法
を
成
立
さ
せ
、
第
二
次
モ
ロ
ッ
コ
事
件
を

「対
独
強
硬
路
線
」
で
乗
り
切
っ
た
ポ
ワ
ン
カ
レ
は
、
強

力
な
戦
争
指
導
を
期
待
さ
れ
て
、　
一
九

一
三
年

一
月
、
異
例
に
も
、
現
職
の
首
相
か
ら
横
滑
り
し
て
共
和
国
大
統
領
に
就
任
す
る
。
こ
れ
は
、

「議
会
中
心
主
義
」
体
制
の
下
で
、
「政
治
的
に
無
答
責
な
る
が
ゆ
え
に
無
能
力
」
と
い
う
観
念
に
支
え
ら
れ
て
確
立
し
た
大
統
領
の

「非
政
治

化
」
を
覆
す
事
件
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
最
後
ま
で

「議
会
中
心
主
義
」
の

″孤
塁
″
を
守
っ
た
社
会
党
も
、　
一
九

一
四
年
八
月
、
第

一
次
大
戦

が
勃
発
す
る
や
い
な
や
、
戦
争
遂
行
に
加
担
す
る
。
第

一
次
大
戦
の
さ
な
か
に
は
議
会
の
財
政
権
の
制
限
は
さ
ら
に
進
行
す
る
樋
、
こ
れ
は



「戦
時
体
制
」
の
問
題
と
し
て
固
有
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
議
会
中
心
主
義
」
は
、
帝
国
主
義
体
制
が
構
築
さ
れ
る
中

で
、
徐
々
に
執
行
権
優
位
の
体
制

へ
と
移
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
「
議
会
改
革
」
は
、
こ
の
時
期
、
決
し
て
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
展
開
を
み

せ
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
目
論
見
は
明
ら
か
に
達
成
の
方
向

で
推
移
す
る
。
こ
こ
に
、
こ
の
問
題
で
の

一
九
〇
〇
年
か
ら

一
九

一

四
年
に
か
け
て
の
時
期
の
意
義
が
あ
る
。

か
く
し
て
、　
一
九
〇
〇
年
の

「
改
革
」
は
、
そ
の
控
え
目
な
内
容
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
契
機
と
な

っ
て
進
行
し
た
そ
の
後
の
事
態
を

含
め
て
考
え
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
議
会
と
そ
の
予
算
権
限
の

「
帝
国
主
義
的
再
編
」
の

″画
期
″
と
し
て
の
意
義
を
十
分
に
有
す
る
も
の
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）
中
木
前
掲
書

（上
）
二
五
八
頁
以
下
参
照
。

（
２
）
Ｏ
Ｆ
』
ｇ
ｏ
卜
”
づ
志
ｏ〓
Φ●
８

“
Φ
Ｆ

”
いｏ
●
〓
言
層
・”
。∪
ｂ
・・８
お
も
。〓
器

・゙Ｐ

な
お
、
ジ
ェ
ー
ズ
は
、
ポ
ワ
ン
カ
レ
の
大
統
領
就
任
の
状
況

を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「国
民
の
中
で
は
一
般
に
次
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
対
外
政
策
の
状
況
は
、
執
行
府
の
長
に
、
一
年
間
フ

ラ
ン
ス
の
政
治
を
う
ま
く
運
営
し
、
列
強
と
の
協
調
の
中
で
の
フ
ラ
ン
ス
の
優
越
的
な
地
位
を
確
保
し
、
そ
し
て
、
首
相
と
し
て
内
政
を
堅
実
に
指
揮

し
た
人
物
を
要
求
し
た
。
こ
の
世
論
の
圧
力
が
、
議
会
の
抵
抗
に
勝
利
し
た
の
で
あ
る
」
。
夢
〓
。も
・」〓
・

（
３
）
例
え
ば
、　
一
九

一
四
年
八
月
五
日
法
、
一
九

一
四
年
一
二
月
一
一六
日
法
な
ど
。
法
律
の
正
文
に
つ
い
て
は
、
”
Ｆ
Ъ
ｏ
」
お
一Ｆ

∽
・・８
〓
・Ｚ
。
いω
Ｐ

ｕ
）
圏
昌
‐８
一■
いま
も
あ
滅
Ｐ

な
お
以
下
も
参
照
の
こ
と
。
Ｌ
ｇ
ｏ
・Ｆ
３

凛
●
”
口
８
り
ヽ
Φ
”
‘
ｑ
〓

』
①
Ｆ

『
『ｐ
●
８
卜
一〕〓
〓
も
・８
算
・●
・。口
器
一・め
‥

（
４
）
拙
稿

「
フ
ラ
ン
ス
近
代
予
算
議
決
制
度
の

『転
回
点
』
―
一
九
〇
〇
年
の
下
院
議
院
規
則
改
訂
と
そ
の
背
景
―
」
日
本
財
政
法
学
会
編

『財
政
法
叢

書
七
　
政
治
資
金
』

一
九
九

一
年
参
照
。

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（五
）

一一三



法
経
研
究
四
〇
巻
二
号

（
一
九
九
一
年
）

五
、
学
説
の
動
向

「議
会
改
革
」
論
議
が
政
界
で
沸
騰
し
て
い
た
時
期
、
学
問
の
世
界
は
こ
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
っ
た
の
か
。
学
説
は
、
当
時
の
議

会
制
の
変
様
を
ど
う
と
ら
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
大
学
法
学
講
座
の
編
成
が
進
み
、
エ
ス
マ
ン
、
オ
ー
リ
ュ
ウ
、
デ
ュ
ギ
ー
、

カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
等
々
の
碩
学
の
出
現
と
と
も
に
、
現
実
政
治
と
相
対
的
に
区
別
さ
れ
う
る
公
法

（憲
法
）
「学
」
が
成
立
し
だ
。
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、　
一
八
九
四
年
、
複
雑
化
す
る
立
法
作
業
に
対
応
す
る
た
め
の
議
員
た
ち
の
「学
習

・
情
報
誌
」
、
『
政
治

・
議
会
雑
誌
』

と
時
を
同
じ
く
し
て
、
憲
法

・
行
政
法

・
政
治
学
を
網
羅
す
る

「学
界
誌
」
と
し
て

『
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
海
外
の
公
法

・
政
治
学
雑
誌
』

（”
１
８

一
‘
ヽ
８
一け
ｏ
多
一計
３

８

Ｆ

３
いｏＲ
ｏ
り
ｏ
中いけ一ｏ
原

８

『
８
●
８

８

ｐ
一、０
８
●
器
じ

以
下

『公
法
雑
誌
』
と
略
す
）
が
創
刊
さ
れ

た
の
は
、
か
か
る
事
情
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
を
確
立
し
た

「学
界
」
が
当
時
の
政
治
状
況
と
無
関
係
に
議
論
を
展
開
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
、
以
下
で
解
明
す
る
よ
う
に
、
当
時
の
学
説
は
、
こ
と
議
会
制
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
の

現
実
政
治
の
動
向
に
密
接
に
コ
ミ
ッ
ト
し
な
が
ら
、
そ
の
理
論
を
構
築
し
て
い
っ
た
。
従
来
、
わ
が
国
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
憲
法
学
説
の
研
究

は
、
こ
れ
ら
学
説
の
議
会
制
論
と
そ
れ
が
形
成
さ
れ
た
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
議
会
政
治
の
状
況
と
の
関
連
を
あ
ま
り
重
視
し
て
こ
な
か
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
本
論
文
で
の
今
ま
で
の
分
析
が
と
り
あ
え
ず
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
議
会
制
は

「議
会
改
革
」

論
議
に
よ
っ
て
大
き
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
政
治
的
脈
絡
も
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
議
会
制
の

「世
紀

の
転
換
期
」
に
同
時
進
行
で
生
み
出
さ
れ
た
学
界
の
議
会
制
論
を
、
こ
れ
と
無
関
係
に
形
成
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
考
察
す
る
方
が
不
自
然
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
当
時
の
学
者
た
ち
の
議
会
制
論
が
、
「議
会
中
心
主
義
」
「議
会
改
革
」
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
姿
勢
を
も
っ
て
形
成
さ



れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
そ
れ
が
彼
ら
の
憲
法
学
の

「方
法
論
」
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
、
を
中
心
に
検
討
を
試
み
る
。

（１
）
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
憲
法

「学
」
の
成
立
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
以
下
参
照
。
宮
沢
俊
義

「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
憲
法
学
と
政
治
学
」
「
全
払２
辱
理
』

一
九
六
七
年
所
収
、
高
橋
和
之

「
エ
ス
マ
ン
と
デ
ュ
ギ
ー
」
杉
原
泰
雄
編

『講
座
・
憲
法
学
の
基
礎
四
　
憲
法
思
想
』
一
九
八
九
年
所
収
。

（２
）
こ
の
点
で
は
、
高
橋
和
之
の
『現
代
憲
法
理
論
の
源
流
』
２

九
八
六
年
）
（特
に
第
一
部
）
が
貴
重
な
先
駆
的
作
業
と
い
え
る
。

０
　
議
会
制
の
変
様
と
学
説

一
八
九
〇
年
代
の

「議
会
改
革
」
論
の
噴
出
は
、
フ
ラ
ン
ス
近
代
議
会
制
の
変
様

（
＝

「議
会
中
心
主
義
」
状
況
の
現
出
）
を
前
提
と
し
て

い
た
。
こ
の
状
況
変
化
は
ヽ
学
説
の
な
か
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
れ
は
、
「議
会
申
心
主
義
」
状
況
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
評
価
す

る
か
、
と
い
う

「
現
状
認
識
」
の
問
題
か
ら
、
か
か
る
状
況
変
化
を
認
識
す
る
た
め
の
学
問
の
方
法
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
と
い
う

「
石
重
麗

の
問
題
ま
で
広
範

一
多
Ｌ
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
後
の

「方
法
払理

の
問
題
は
、
当
時
の
時
代
状
況
を
学
説
が
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
っ

た
か
、
を
見
る
上
で
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
問
題
を
そ
れ
自
体
と
し
て
取
り
あ
げ
る
こ
と
は
し
な
い
。
た
だ
し
、
議
会

制
論
の
構
造
に
関
わ
る
限
り
で
、
諸
学
説
の

「方
法
」
に
も
ふ
れ
て
み
た
い
。

さ
て
、
当
時
の

「議
会
中
心
主
義
」
状
況
の
認
識
に
関
わ
っ
て
、
こ
れ
を
逸
早
く
理
論
化
し
、
か
つ
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
憲
法
学
に
も
受
け
継

が
れ
て
い
る
議
論
と
し
て

「半
代
表
制
」
（Ｆ
”
ｏ●
お
ヨ
ｏ日
８
一
８
８
ぃ‥Ｌ８
■ｏｏ８
ご
”篤

ま
た
は

Ｆ

”３
中日
０
３
日
ぃ―】８
■０●８
ご

】゙じ

論
が

あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
な
か
で
も
エ
ス
マ
ン
と
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
の

「半
代
表
制
」
論
は
有
名
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
、
わ
が
国
で
も
す
で
に
多
く
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の

「半
代
表
制
」
論
の
理
論
内
容
は
ほ
と
ん
ど
紹
介
し
尽

く
さ
れ
て
い
る
観
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
多
く
は
、
議
会
制
の

「
理
論
史
」
上
で
の

「半
代
表
制
」
論
の
位
置
づ
け
を
主
題
と

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（五
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
二
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一二
四

す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
本
稿
の
主
眼
は
、
こ
れ
ら
の
議
論
が
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の

「議
会
中
心
主
義
」
状
況
を
い
か
な
る
視
角

か
ら
把
握
し
評
価
す
る
も
の
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「半
代
表
制
」
論
に
つ
い
て
の
膨
大
な
先
行
研

究
が
存
在
す
る
こ
と
を
十
分
承
知
し
つ
つ
も
、
こ
れ
ら
の
議
論
に
つ
い
て
の
私
な
り
の
理
解
を
提
示
す
る
必
要
か
ら
、
最
小
限
の

「紹
介
」
を

交
え
な
が
ら
論
を
進
め
ざ
る
を
得
な
い
。

０
　
エ
ス
マ
ン
の

「半
代
表
制
」
論

『公
法
雑
誌
』
の
創
刊
号
の
巻
頭
を
か
ざ
っ
た
エ
ス
マ
ン
の
論
文

「
二
つ
の
統
治
形
態
」
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る

「
半
代
表
制
」
論
の

″先
駆

と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
同
論
文
は
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
を
含
め
欧
米
各
国
が
「古
典
的
代
表
制
」
（Ｆ
”
ｏ
」
鷹
日
ｏ日
８
゛
晴８
曙ｏｏ８
ご
↑鳥

色
跳
ｏいｆ
３

か
ら

「
半
代
表
制
」
（Ｆ
電
●
お
日
Φ日
８
け
８
日
，̈『ｏ「
Ｑ∽８
す
一いじ

へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
と
い
う

「
認
識
」
を
提
示
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
私
が
問
題
に
し
た
い
の
は
、
こ
の

「
認
識
」
の
背
後
に
あ
る

「価
値
理
念
」
の

″あ
り
か
″
と
こ
れ
ら

「認
識
」
と

「価
値
判
断
」

の
関
わ
り
方
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ひ
と
ま
ず
措
く
と
し
て
、
エ
ス
マ
ン
は
、
こ
の
統
治

「原
理
」
の
移
行
を

一
言
で
い
っ
て

「民
主
主
義

的
傾
向
の
強
化
」
と
し
て
把
握
す
る
。
彼
は
い
う
。
「半
代
表
制
は
唯

一
つ
の
目
的
を
追
い
求
め
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
選
挙
民
の
多
数

に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
実
在
す
る
国
民
の
意
思
を
可
能
な
か
ぎ
り
正
確
に
表
現
し
執
行
す
る
こ
と
で
あ
る
」。
ル
ソ
ー
の
理
論
に
淵
源
を
有
す

る
こ
の

「半
代
表
制
」
の
原
理
は
、
「
ウ
ィ
ル
ス
か
酵
素
の
ご
と
く
密
か
に
現
代
民
主
制
国
家
に
お
い
て
作
用
し
続
け
て
い
る
」。

エ
ス
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
「古
典
的
代
表
制
」
の
も
と
で
は
、
主
権
者
と
さ
れ
る

「国
民
」
は
自
ら
は
主
権
の
い
か
な
る
属
性
も
行
使
せ
ず
、

そ
れ
は
国
民
の
名
に
お
い
て
そ
の

「代
表
者
」
が
自
由
に
自
ら
の
判
断
で
行
使
す
る
。
そ
こ
で
は
、
立
法
、
執
行
、
司
法
等
の
権
力
の
担
当
者

は
、
原
則
と
し
て

「無
答
責
」
で
、
ま
れ
な
場
合
を
除
い
て

「罷
免
さ
れ
な
い
」。
こ
の
体
制
で
は
、
国
民
の

「代
表
者
」
の
権
力
が
絶
大
な

も
の
に
な
る
が
、
そ
れ
は
、
一
連
の

「分
銅
」
、
す
な
わ
ち
立
法
・
執
行

・
司
法
が

「互
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
つ
い
て
独
立

・
平
等
な
」

権
力
分
立
制
に
よ
っ
て
是
正
さ
れ
る
。
要
す
る
に
、
「古
典
的
代
表
制
」
の
下
で
は
、
国
民

（
＝
人
民
）
の
政
治
参
加
は
否
定
さ
れ
る
が
、
権



力
機
関
相
互
の
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
専
制
の
危
険
か
ら
免
れ
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
に
た
い
し
て

「半
代
表
制
」
の
も
と
で
は
、
前
述
の
よ
う
に

「実
在
す
る
民
意
を
正
確
に
反
映
す
る
」
と
い
う
原
理
か
，り
、
国
民
に
よ
っ

て
選
挙
さ
れ
た
立
法
議
会

（議
員
）
の
み
が
国
民
を
代
表
す
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
立
法
議
会
も

「
一
院
制
」
化
、
常
設
化

（会
期
の
自
律
的

決
定
）
の
方
向
を
た
ど
り
、
執
行
権
の
立
法
権
へ
の
従
属

（執
行
権
担
当
者
の
立
法
権
に
よ
る
選
任
）
が
帰
結
す
る
、
と
さ
れ
る
。
エ
ス
マ
ン

は
、
こ
う
し
た
傾
向
を
、
欧
米
各
国
に
お
け
る
一
院
制
、
命
令
的
委
任
、
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
、
少
数

（比
例
）
代
表
制
な
ど
の
導
入
例
を
挙
げ

な
が
ら
指
摘
す
る
。

こ
こ
ま
で
の
指
摘
だ
け
を
見
る
な
ら
ば
、
エ
ス
マ
ン
の
議
論
は
、
当
時
に
お
け
る
近
代
議
会
制
の
変
様
状
況
を
、
そ
の

「法

（政
逍
漸
型
邑

上
に
現
れ
た

「形
態
変
化
」
に
着
目
し
て
要
領
よ
く
網
羅
的
に

「描
写
」
し
た
も
の
と
い
え
る
。
た
だ
し
そ
こ
に
は
、
か
か
る
変
様
を
生
み
出

し
た

「背
景
」
に
つ
い
て
の
考
察
は
な
い
の
だ
が

（
こ
の
点
は
、
エ
ス
マ
ン
の

「方
法
的
立
場
」
に
関
わ
る
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
エ
ス
マ
ン

の
議
論
は
、
欧
米
各
国
の
議
会
制
の
新
動
向
を
幅
広
く
渉
猟
し
な
が
ら
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
フ
ラ
ン
ス
の

「議
会
中
心
主
義
」
状
況

（す
な
わ
ち
、
執
行
権
の
議
会
へ
の
従
属
な
か
ん
ず
く
普
通
選
挙
制
に
基
礎
を
お
く
下
院
の
優
位
、
代
議
士
へ
の
選
挙
民
か
ら
の
拘
束
の
強
化

等
）
も
ま
た
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。

し
か
し
、
彼
の
こ
の
よ
う
な

「認
識
」
は
、
実
は

「半
代
表
制
」
に
た
い
す
る
否
定
的

「評
価
」
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
「
半
代
表
制
は
、

こ
れ
ま
で
指
摘
し
た
よ
う
な
基
準
に
と
ど
ま
る
な
ら
ば
、
単
に
次
の
よ
う
な
帰
結
に
到
達
す
る
。
す
な
わ
ち
、
人
民
の
意
思
の
正
確
な
実
現
を

確
保
す
る
と
い
う
口
実
の
も
と
で
、
単

一
の
議
会
の
無
制
限
の
専
制
に
い
き
つ
∝
」。
半
代
表
制
が
、
「
い
つ
か
完
全
な
形
で
実
現
し
た
ら
、
そ

れ
は
法
律
も
統
治
活
動
も
ほ
と
ん
ど
無
い
よ
う
な
状
態
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
、
私
に
は
思
わ
れ
る
」。
「民
主
主
義
」
の
理
念
が
第

一
義
の
も
の

と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
や
、
そ
れ
は
他
の
理
念

（「自
由
し

を
押
し
の
け
て
専
制
を
生
み
出
す
と
い
う
言
説
は
、
大
革
命
以
降
の

「
自
由
主
義
」

思
想
が
お
こ
な
っ
た
革
命
の

「歴
史
的
総
括
」
（た
と
え
ば
バ
ン
ジ
ヤ
マ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
、
エ
ス
マ
ン
は
ま
さ
し

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（五
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
五
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く

「十
九
世
紀
自
由
主
義
思
想
」
の

″申
し
子
″
で
あ
っ
純
ｏ
ま
た
ヽ
当
時
の

「議
会
中
心
主
義
」
批
判
が
、
「議
会
の
専
制
」
論
を
軸
と
し

て
巻
間
で
さ
さ
や
か
れ
て
い
た
フ」
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
エ
ス
マ
ン
は
、
こ
の

「議
会
中
心
主
義
」
＝

「半
代
表
制
」
に
対

す
る
批
判
的
見
地
と
い
う
点
で
は
、
当
時
の

「
議
会
改
革
」
論
と
相
い
通
ず
る
も
の
を
持

っ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
見
地
な
く
し

て
、
「古
典
的
代
表
制
」
と

「半
代
表
制
」
と
を
区
別
す
る

「
認
識
」
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
彼
の
こ
の
よ
う
な

「議
会
中
心
主
義
」
へ
の
批
判
的
見
地
が
そ
の

「改
革
」
と
い
う
志
向
と
結
び
つ
い
て
い
く
か
と
い
う
と
、
そ
う

で
は
な
か
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「半
代
表
制
」
下
で
の

「単

一
の
議
会
の
無
制
限
の
専
制
」
の
危
険
性
は
、
「半
代
表
制
」
の
制
度
的
メ
ル
ク

マ
ー
ル
そ
の
も
の
で
あ
る
比
例
代
表
制
、
命
令
的
委
任
、
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
に
よ
っ
て
自
ず
と
相
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「古
典
的
代
表
制
」

下
で
の
制
度
的

「均
衡
」
を
破
壊
し
た
こ
れ
ら
は
、
「半
代
表
制
」
の
下
で
今
度
は
、
そ
の

「均
衡
」
要
素
と
な
る
の
で
あ
疑
。
か
く
し
て
ヽ

「半
代
表
制
」
へ
の
批
判
的

「評
価
」
自
体
も
、
そ
の
下
で
の
制
度
的

「均
衡
」
が
実
現
さ
れ
る
と
い
う

「認
識
」
に
よ
っ
て

″相
殺
″
さ
れ

る
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た

ご
冗全
な
″
「半
代
表
制
」
は
、
彼
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
当
面

「実
現
し
そ
う
に
な
い
」
代
物
で
あ
っ
た
か
ら
、

彼
と
し
て
は
、
「半
代
表
制
」
的
要
素
が

（古
典
的
）
「代
表
制
」
に
接
ぎ
木
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て

「代
表
制
」
が
固
有
に
持
っ
て
い
る
均
衡

が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
を
警
戒
す
る
だ
け
で
よ
か
っ
た
。
例
え
ば
、
比
例
代
表
制
に
関
連
し
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
代
表
制
に
導
入

さ
れ
た
少
数
代
表
制
は
、
議
会
活
動
に
無
用
の
弱
体
化
と
確
実
な
混
乱
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。
…
…
そ
れ
は
、
議
会
で
の
不
動
の
多
数
派
の
形

成
を
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
す
る
だ
ろ
う
…
…
。
そ
れ
は
、
多
数
派
に
基
づ
い
て
の
み
存
立
し
う
る
議
会
制
に
と
っ
て
死
の
芽

（目

零
【日
ｏ
計

日
Ｒ

）゙
と
な
ろ
奨
」。
こ
う
し
て
ヽ
エ
ス
マ
ン
の

「
半
代
表
制
」
批
判
は

「古
典
的
代
表
制
」
の

″世
界
″
に
入
り
込
ん
で
く
る
そ
れ
に
た
い

す
る

「防
衛
的
」
「退
嬰
的
」
な
も
の
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
あ
た
り
に
も
、
十
九
世
紀
自
由
主
義
の
寵
児
と
し
て
の
彼
の
姿
が
み

て
と
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
は
、
現
に
フ
ラ
ン
ス
を
支
配
し
て
い
る

「議
会
中
心
主
義
」
＝

「半
代
表
制
」
状
況
を
打
破
し
改
革
す
る
と
い

う
志
向
と
は
結
び
つ
か
な
い
。
こ
の
点
で
、
彼
の
議
論
は

「議
会
改
革
」
論
と
は

一
線
を
画
し
て
い
る
。



周
知
の
よ
う
に
、
「議
会
改
革
」
論
は
、
「小
選
挙
区
制
」
に
支
え
ら
れ
た

「議
会
中
心
主
義
」
状
況
を
打
破
し
、
政
策
に
よ
っ
て
結
集
す
る

安
定
的
多
数
派
を
議
会
内
に
形
成
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
と
し
て

「比
例
代
表
制
」
の
導
入
を
主
張
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
エ
ス
マ
ン
の

議
論
で
は
、
こ
う
し
た
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
議
会
制
を
め
ぐ
る
政
治
的
対
抗
が
、
意
識
的
に
か
無
意
識
に
か
、
見
落
と
さ
れ
て
い
る
。
「
議
会
申

心
主
義
」
の
下
で
の
議
員
の
選
挙
区
へ
の

″緊
縛
″
も
比
例
代
表
制
に
よ
る
少
数
意
思
の
代
表
も
、　
一
括
し
て

「半
代
表
制
」
の
下
に
包
摂
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
彼
の
問
題
意
識
は
、
か
か
る
議
会
制
の
現
代
的
変
様
現
象
の
総
体
か
ら
い
か
に
し
て

「
古
典
的
議
会
制
」

を
防
衛
す
る
か
と
い
う
点
に
あ
り
、
こ
こ
に
彼
の

「半
代
表
制
」
論
の

″本
質
戸
が
あ
る
。

エ
ス
マ
ン
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に

「古
典
的
代
表
制
」
と

「半
代
表
制
」
と
を
識
別
し
た
こ
と
に
功
績
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の

基
礎
に
あ
る

（
は
ず
の
）
主
権
原
理
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
通
り
だ
が
、
た
だ
し
、
こ
の
指
摘
は
、
彼

の

「半
代
表
制
」
論
の
批
判
と
し
て
は
、
根
本
的
な
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「半
代
表
制
」
は
ル
ソ
ー
の
理
論
に

そ
の
萌
芽
が
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
限
り
で
は

（
ル
ソ
ー
理
論
の
理
解
の
仕
方
に
も
よ
る
が
）、
「半
代
表
制
」
の
基
礎
に

「人
民
主
権
」
を
措
定

し
て
い
る
と
言
え
な
く
も
な
い
の
で
あ
る
。
エ
ス
マ
ン
の
代
表
制
論
の
本
質
的
な
問
題
点
と
は
、
次
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
第

一
に
、
彼
の
ル
ソ
ー
の
主
権
論
理
解
は
、　
一
方
で
、
そ
れ
を

「近
代
的
自
由
」
の
構
成
要
素
と
し
て
の

「
国
民
主
権
」
の
源
流
と
し

て
位
置
づ
け
な
が
ら
、
他
方
で
、
「近
代
的
自
由
」
の
歴
史
的
所
産
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の

「古
典
的
議
会
制
」
に
対
立
す
る

「
半
代
表
制
」
の

基
礎
と
し
て
そ
れ
を
措
定
す
る
と
い
う

″矛
盾
″
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
矛
盾
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
形
跡
が
な
い
アＬ
と
か
ら
、

主
権
原
理
を
あ
い
ま
い
に
し
て
い
る

（
「
国
民
主
権
」
と

「人
民
主
権
」
を
区
別
し
て
い
な
い
）、
と
い
う
評
価
が
導
か
れ
て
く
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
限
り
で
は
、
「代
表
制
の
基
礎
の
主
権
原
理
が
明
確
で
な
い
」
と
い
う
批
判
は
当
っ
て
い
る
。
だ
が
、
問
題
は
そ
こ
に
留
ま
ら
な
い
。

実
は
第

一
の
点
と
も
関
わ
っ
て
、
も
う

一
つ
の
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
が

「半
代
表
制
」
化
現
象
と
し
て
挙
げ
て
い
る
事
例
に
は
、
実
際

に
は
彼
の
言
う

「半
代
表
制
」
の
標
識
と
し
て
適
切
と
は
言
い
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
彼
が

「命
令
的
委
任
」
の
具
体
化
と
し
て
挙
げ
て
い
る

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（五
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
七
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も
の
は
、
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
の

「大
統
領
選
挙
人
」
の
選
挙
の
よ
う
に
、
そ
れ
を
も
っ
て
議
会
制
が

「命
令
的
委
任
」
の
方
向
を
志
向
し

て
い
る
と
判
断
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も

「特
殊
な
事
例
」
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
ス
イ
ス
の
カ
ン
ト
ン
で
の

「議
会
解
散
請
求
」
の
よ
う
に
、

個
々
の
議
員
が
選
挙
民
の
意
思
に

″法
的
に
″
拘
束
さ
れ
る

「命
令
的
委
任
」
と
ま
っ
た
く
同
列
に
は
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た

り
す
る
。
こ
こ
で
も
、
エ
ス
マ
ン
は
、　
一
方
で
、
「半
代
表
制
」
概
念
を

「人
民
主
権
」
に
密
着
さ
せ
て
厳
密
に
構
成
し
て
い
る
か
と
思
え
ば
、

他
方
で
、
そ
こ
に
は
必
ず
し
も
収
ま
ら
な
い
よ
う
な
政
治
的
実
例
ま
で
包
含
す
る
形
で
、
「半
代
表
制
」
現
象
を
ゆ
る
や
か
に
と
ら
え
て
い
範
。

彼
が
、
「半
代
表
制
」
の
基
礎
と
な
る
主
権
原
理
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
も
い
な
い
と
も
い
え
る
の
は
、
そ
の
議
論
が
、
以
上
の
よ
う
な

「矛
盾
」
を
学
む
も
の
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
議
論
に
は
、
こ
の
矛
盾
を
媒
介
し
な
が
ら
、
「自
由
主

義
思
想
に
基
づ
く
議
会
制
の
理
念
」
が
脈
々
と
流
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、　
一
方
で
は
、
ル
ソ
ー
の
「人
民
主
権
」
論
を
近
代
市
民
憲
法
原
理

（
エ
ス
マ
ン
の
い
う

「近
代
的
自
由
」
）
の
胎
内
に
定
位
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
両
者
の
間
の
対
立
や
あ
る
い
は
矛
盾
の
構
造
を
陰
蔽
す
る
こ
と

で
、
他
方
で
は
、
「半
代
表
制
」
の
概
念
の
下
に
議
会
制
の
あ
ら
ゆ
る
新
傾
向
を
包
摂
し
こ
れ
を
彼
岸
に
放
遂
す
る
こ
と
で
、
市
民
革
命
以
降

十
九
世
紀
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た

「古
典
的
議
会
制
」
を

″純
粋
な
形
″
で
維
持
し
よ
う
と
い
う
意
図
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
貫
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
エ
ス
マ
ン
の
議
論
で
真
に
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
。

要
す
る
に
、
エ
ス
マ
ン
の

「半
代
表
制
」
論
は
、
「古
典
的
議
会
制
」
を
擁
護
す
る
立
場
か
ら
、
当
時
の
「
議
会
中
心
主
義
」
状
況
も
こ
れ

に
対
す
る

「議
会
改
革
」
の
動
き
も
同
時
に
忌
避
す
る
も
の
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ω
　
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
‥
ル
の

「半
代
表
制
」
論

従
来
、
カ
レ
ｏ
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
の

「半
代
表
制
」
論
は
、
そ
れ
が

「半
代
表
制
」
の
主
権
原
理
的
基
礎
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
か
ら
、
エ

ス
マ
ン
の
そ
れ
の
延
長
線
上
で
こ
れ
を
深
化
さ
せ
た
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
初
。
し
か
し

　ヽ
一
た
び
当
時
の
フ
ラ
ン
ス

議
会
の
状
況
と
の
関
わ
り
方
と
い
う
観
点
か
ら
光
を
当
て
て
み
る
と
、
両
者
の
間
に
は
、
質
的
と
も
い
え
る
相
違
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ



れ
は
、　
三
一一日
で
い
っ
て
、
エ
ス
マ
ン
は
眼
前
の

「半
代
表
制
」
状
況
を
議
会
制
の

″否
定
態
″
と
し
て
把
握
し
て
い
る
が
、
カ
レ
・
ド
・
マ
ル

ベ
ー
ル
は
こ
れ
を
基
本
的
に
は
肯
定
的
に
受
け
容
れ
る
認
識
枠
組
を
用
意
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
結
論
を
先
取
り
し
て
い
う
と
、

カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
の

「半
代
表
制
」
論
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

「議
会
中
心
主
義
」
を

″現
状
″
に
お
い
て
肯
定
す
る
議
論
で
あ
る
。
二
人

の
議
論
は
、
同
じ
く

「半
代
表
制
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
な
が
ら
も
、
そ
の
概
念
内
容
を
異
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
相
違
は
、
実
は
、

二
人
の

「方
法
論
」
の
違
い
に
そ
の
源
が
あ
る
。
エ
ス
マ
ン
が
、
一
方
で

「半
代
表
制
」
の
基
礎
と
な
る
べ
き
主
権
原
理
を
明
確
に
せ
ず
、
他

方
で

「半
代
表
制
」
を

「代
表
制
」
と
切
り
離
し
て
排
斥
し
た
の
が
、
彼
の
方
法
論

（古
典
的
自
由
主
義
の
理
念
）
に
根
ざ
し
て
い
た
の
と
同

様
に
、
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
が
、
「国
民
主
権
」
と

「人
民
主
権
」
を
原
理
的
に

″峻
別
″
し
、
「半
代
表
制
」
を
両
者
の

「中
間
」
に
位

置
づ
け
な
が
ら
も
基
本
的
に
は

「国
民
主
権
」
（＝
代
表
制
）
の
枠
内
に
あ
る
と
し
た
の
も
、
あ
る
意
味
で
は
、
彼
の
方
法
論
の
必
然
的
な
帰

結
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
方
法
論
の
問
題
は
、
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
が
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
議
会
制
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
た
か
と
い

う
問
題
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
は
、
（古
典
的
）
「代
表
制
」
・
「半
代
表
制
」
を
め
ぐ
る
議
論
の
基
礎
と
し
て

「国
民
主
権
」
と

「人
民
主
権
」
の

区
別
を
初
め
て
置
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
エ
ス
マ
ン
が
先
駆
的
に
提
唱
し
た
が
不
十
分
に
し
か
展
開
し
な
か
っ
た

「半

代
表
制
」
論
を

″完
成
だ
さ
せ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

「国
民
主
権
」
。
「人
民
主
権
」
の
区
別
論
が
、
彼
の
法
学
方
法
論
に

″固
有
な
″
枠
組
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
彼
の
こ
の
方
法
論
の
意
義
の
検
討
を
踏
ま
え
ず
に
、
そ
の

「半
代
表
制
」
論
の
評
価
も

下
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

私
は
、
別
稿
で
、
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
の

「国
民
主
権
」
。
「人
民
主
権
」
の
区
別

（峻
別
）
論
の
方
法
的
基
礎
に
は

「
法
実
証
主
義
」

と

「国
家
法
人
説
」
と
い
う
理
論
枠
組
が
存
在
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
要
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、

彼
は

「国
民
主
権
」
と

「人
民
主
権
」
を
区
別
す
る
場
合
、
そ
れ
ら
を
相
い
並
び
立
つ
二
つ
の
主
権
原
理
と
し
て
措
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（五
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
九
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い
。
彼
が
こ
の
二
つ
を
区
別
す
る
場
合
、
そ
こ
に
は
、
「主
権
原
理
と
し
て
は

『国
民
主
権
』
し
か
あ
り
え
な
い
」、
す
な
わ
ち
、
ル
ソ
ー
理
論

に
基
づ
く

「人
民
主
権
」
は

「個
々
の
市
民
Ｌ
に
主
権
を
分
属
さ
せ
る
議
論
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は

「主
権
否
定
」
「
国
家
解
体
」
の
論
理
で
あ

る
、
と
い
う
意
味
が
同
時
に
含
ま
れ
て
い
範
。
そ
し
て
ヽ
主
権
の
主
体
と
し
て
の

「国
民
」
（Ｚ
ｐ
↑い８
）
と
は
、
自
ら
は
主
権
を
行
使
し
な
い

∩
国
民
代
表
」
〈曙８
【ｏ，８
ご
ユ

ロ
詳
いｏ
●
”
）

に
よ
っ
て
そ
れ
は
行
使
さ
れ
る
）
「集
合
的

・
抽
象
的
存
在
」
（Φ↑３

８
】】００けヽ

β

”
ぎ
一冒
い↓

で
あ
り
、
同
時
に

「国
家
」
と
は
か
か
る

「国
民
」
の

「人
格
化
」
で
ぎ
っ
て
、
結
局
、
彼
の

「
国
民
主
権
」
論
は
、
「
国
民
＝
国
家
主
権
」

論
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
理
論
枠
組
か
ら
す
れ
ば
、
「国
民
主
権
」
と

「人
民
主
権
」
が
区
別

（峻
別
）
さ
れ
る
の
は
、
い
わ

ば
当
然
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
の
「半
代
表
制
」
論
が
、
「国
民
主
権
」
原
理
に
基
礎
を
置
く
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
の
も
、
こ
れ
ま
た
当

然
の
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

「国
民
＝
国
家
主
権
」
論
の
基
礎
に
は
、
彼
の

「法
実
証
主
義
」
と
い
う
方
法
、
す
な
わ
ち
実
定
法

そ
し
て
そ
れ
を
制
定
す
る
国
家
に
先
行
し
優
越
す
る
法
の
存
在
の
否
定
と
、
「国
家
法
人
説
」、
す
な
わ
ち

「国
家
の
自
己
制
限
」
と
し
て
の
法

は
国
家
自
ら
に
向
け
ら
れ
る

（
「法
人
」
た
る
国
家
は
そ
の
権
限
を
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
た

「機
関
」
を
通
じ
て
の
み
活
動
す
る
）
と
す
る

「法
治
国
家
」
の
原
理
、
と
が
存
在
す
る
。
こ
の
二
つ
の
方
法
は
、
前
者
が
、
国
家
形
成
に
先
行
す
る

「社
会
契
約
」
の
存
在
を
否
定
す
る
こ

と
で
、
民
主
的
統
合
の
原
則
が
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
措
定
さ
れ
る
こ
と
を
排
除
し
、
後
者
が
、
国
家
権
力
は
法
の
規
制
を
う
け
た

「
機
関
権
限
」

と
し
て
行
使
さ
れ
る
と
す
る
こ
と
で
、
「国
家
権
力
の
絶
対
性
」
を
峻
拒
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
権

（国
家
権
力
）
は
い
か
な
る
自
然
人
に

も
固
有
に
帰
属
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う

「ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
射
程
」
０
９
け３

・
置
騨
【春
）
を
有
す
る
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
の

「
国
民

主
権
」
原
理
を
基
礎
，
け
て
い
る
の
で
あ
初
。

カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
の
「半
代
表
制
」
論
が

「国
民
主
権
」
原
理
に
基
礎
を
置
き
な
が
ら
展
開
さ
れ
る
の
は
、
以
上
の
枠
組
か
ら
の
当

然
の
帰
結
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
彼
の

「半
代
表
制
」
論
を
エ
ス
マ
ン
の
議
論
と
比
較
し
た
場
合
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
議
会
制

の

「認
識
」
と
し
て
は
、
客
観
的
事
実
を
よ
り
正
確
に
反
映
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー



ル
に
よ
る

「
半
代
表
制
」
論
の
主
権
論
的
基
礎
づ
け
の
意
義
は
、
エ
ス
マ
ン
が
あ
い
ま
い
に
し
た
そ
れ
を
彼
が
明
確
に
し
た
と
い
う
こ
と
、
そ

の
こ
と
自
体
に
存
す
る
の
で
は
な
く
て
、
エ
ス
マ
ン
が
眼
前
の
事
実

（
「議
会
中
心
主
義
」
状
況
）
を

″誤
認
″
し
て

「
半
代
表
制
＝
人
民
主

権
」
の
枠
組
で
こ
れ
を
捉
え
よ
う
と
し
た
の
を
、
そ
れ
を
あ
く
ま
で
も

「国
民
主
権
＝
近
代
的
議
会
制
」
の
延
長
線
上
の
事
態
と
し
て
把
握
し

た
、
そ
の
意
味
に
お
い
て

「半
代
表
制
」
の
主
権
的
基
礎
を
明
ら
か
に
し
た
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
彼
は
述
べ
る
。
「
依
然
と
し
て
確
か
な
こ

と
が

一
つ
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
憲
法
の
現
状
に
お
い
て
は
、
選
挙
民
も
議
員
も
国
民
の
意
思
の
主
人
で
あ
る
と
真
に
自
称
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
国
民
の
意
思
の
形
成
は
、
議
会
に
も
選
挙
人
団
に
も
排
他
的
に
依
存
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
か
く

し
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
国
民
主
権
の
原
理
は
、
そ
の
当
初
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
射
程
を
保
持
し
て
お
り
、
そ
れ
は
国
民
の
意
思
の
力
の

あ
ら
ゆ
る
絶
対
的
な
掌
握
を
排
除
し
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
認
め
ざ
る
を
得
な
い
」。
「
（
「半
代
表
制
」
と
い
う
―
引
用
者
）
こ
の
名

称
は
、
こ
の
統
治
形
態
が
当
初
存
在
し
て
い
た
代
表
制
の
変
化
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
の
み
か
ら
出
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、

半
代
表
制
に
お
い
て
は
、
依
然
と
ｔ
て
代
表
制
の
諸
原
理
が
支
配
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
も
ま
た
、
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
代
表

制
の
諸
原
理
は
、
市
民
は
選
挙
の
力
を
通
じ
て
し
か
、
且
つ
そ
の
限
り
で
し
か
国
家
意
思
の
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
支
配
的
な
の
で
あ
る
」。

カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
は
、
「代
表
制
」
令
純
粋
代
表
制
」
〓
ヽ
Ｌｏ”
い日
①
弓０「
０碗８
↑”
一いじ

が

「
半
代
表
制
」

へ
と
変
様
し
て
い
く
要

因
を
、
①
選
挙
人
団
の
影
響
力
の
増
大
と
り
わ
け
普
通
選
挙
制
成
立
以
後
の
そ
れ
と
、
②
議
院
内
閣
制

↑
置
い日
Φ
づ
ミ
】ｏ８
８
す
ぃ【３

の
成
立

に
よ
る
選
挙
の
機
能
変
化

（権
力
間
の
対
立
の
人
民
に
よ
る
決
裁
）
と

「世
論
の
支
配
」
含
ｏ
”
ｏ
」
お
目
０日
ｏ３

一
ぃ０
●
口̈
いｏ
し

の
実
駆
に
見

て
い
る
。
た
だ
し
、
彼
は
、
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
も
、
あ
ら
ゆ
る

「絶
対
的
権
力
」
を
排
除
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
有

す
る

「国
民
主
権
」
と
そ
れ
に
基
づ
く

「代
表
制
」
の

″法
的
″
原
理
は
維
持
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
彼
は
こ
れ
ら
の
議
会
制
の
変
様
状
況
を

「法
原
理
」
と
区
別
さ
れ
た

「事
実
」
の
問
題
と
し
て
把
握
す
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「実
際
の
と
こ
ろ
、
人
民
は
、
未
だ
に
原

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（五
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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則
と
し
て
は
代
議
士
を
指
名
す
る
権
能
し
か
有
し
て
い
な
い
。　
一
八
七
五
年
憲
法
に
よ
れ
ば
、
人
民
は
法
律
の
制
定
に
関
与
し
な
い
。
そ
れ
は

両
院
に
の
み
帰
属
す
る
。
憲
法
の
改
正
自
体
も
選
挙
人
団
の
何
ら
の
介
入
な
し
に
着
手

・
実
施
さ
れ
る
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
人
民
は
、
憲
法

に
よ
っ
て
当
初
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
る
控
え
目
な
役
割
に
満
足
し
て
い
な
い
。
人
民
は
、
選
挙
と
い
う
作
用
か
ら
派
生
す
る
事
実
の
力

（Ｆ

づ
口
一ｏｏ３
●
８

Ｐ

す
ぃし

を
利
用
し
て
、
完
全
な
指
導
的
作
用
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
少
な
く
と
も

一
定
の
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
を
、

そ
し
て
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
被
選
出
者
の
行
動
や
判
断
に
対
す
る
効
果
的
な
統
制
を
行
使
す
る
こ
と
を
、
主
張
し
た
。
被
選
出
者
と
し
て
は
、

も
し
再
選
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
彼
が
選
挙
区
か
ら
受
け
取
っ
た
指
示
に
従
う
か
、
あ
る
い
は
、
多
少
な
り
と
も
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
選
挙

人
の
公
式
の
不
支
持
に
そ
の
身
を
さ
ら
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
を
感
じ
た
。
事
物
の
力
そ
の
も
の
に
よ
っ
て

（
「
贅

Ｆ

「Ｒ
８

目
ｏ日
０
一
３

多
８
ｏ）、
普
通
選
挙
制
の
創
設
は
、
こ
の
選
挙
人
団
の
力
と
被
選
出
者
の
従
属
を
格
段
に
増
大
さ
せ
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
」
。

「議
院
内
閣
制
と
代
表
制
の
結
合
か
ら
帰
結
さ
れ
る
混
合
の
体
制

（Ｆ
そ
の一日
０
日
一諄
３

に
お
い
て
は
、
人
民
は
、
と
に
か
く
原
則
と
し
て

選
挙
権
し
か
有
し
て
い
な
い
が
、
そ
し
て
、
本
来
の
意
味
の
立
法
者
に
は
な
ら
な
い
が
、
人
民
の
代
表
は
、
結
局
、
自
己
の
意
思
に
優
越
す
る

も
の
と
さ
れ
る
人
民
の
意
思
を
ま
っ
た
く
は
無
視
で
き
な
い
と
い
う
、
こ
の
限
り
で
、　
一
定
の
範
囲
で

（一
彗
り
●
８

ｏｏ『ご
〓

日
ΦＥ
零
）、

人
民
は
そ
の
代
表
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
固
有
の
意
思
を
持
つ
権
能
を
法
的
に
与
え
ら
れ
た
も
の
と
な
る
」
。

こ
れ
ら
い
ず
れ
の
議
論
も
、
法
的
に
は
代
表
の
指
名
と
い
う
効
果
し
か
持
た
な
い
選
挙
が
、
普
通
選
挙
制
や
議
院
内
閣
制
と
い
っ
た
制
度
枠

組
の
も
と
で
事
実
上
果
た
す
機
能
に
着
目
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
の

「法
実
証
主
義
」
と
い
う
方

法
は
、
「法
」
と

「政
治
」、
「法
学
」
と

「政
治
学
」
の
区
別
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
彼
が
そ
の

「
半
代
表
制
」
理
論
を

構
成
す
る
上
で
、
法
的
で
は
な
い

（政
治
的
な
）
「事
実
」
を
認
識
の
外
に
置
い
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
彼
の

「半
代
表
制
」
論
は
、　
一
方

の

「法
的
原
理
」
に
基
づ
く
法
学
的
構
成
と
、
他
方
で
の
そ
れ
と
は
区
別

（峻
別
）
さ
れ
た
政
治
的
事
実
の
認
識
と
の

″総
合
″
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
エ
ス
マ
ン
の
「半
代
表
制
」
論
が
、
「法
的
事
実
Ｌ
に
基
づ
く
法
学
的
構
成
し
か
理
論
的
に
は
用
意
せ
ず
、
そ
の
こ



と
に
よ
っ
て
、
そ
の

「半
代
表
制
」
の
法
学
的
概
念
と
議
会
制
の
政
治
的
現
実
と
の
溝
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
と
の
対
比
で
言

え
ば
、
そ
の
認
識
論
的
な
発
展
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
が
、
「半
代
表
制
」
ひ
い
て
は
そ
れ
を
含
む
近
代
市
民
憲
法

の
代
表
制

一
般
の
下
で
の

「選
挙
民
に
よ
る
代
表
の
拘
束
」
が
常
に
法
的
性
格
を
持
た
な
い

「政
治
的
事
実
」
に
存
す
る
こ
と
を
示
し
た
の
は
、

認
議
論
上
の
偉
大
な
進
歩
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
初
め
て
、
近
代
議
会
制
の
個
々
の
歴
史
的
形
態
の
下
で
の

「選
挙
民
と
代
表

の
関
係
」
の
内
容
と
質
に
つ
い
て
の
具
体
的
考
察
が
進
展
し
う
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
は
当
代
の
フ
ラ
ン
ス
議
会
制
を
ど
う
認
識
し
た
か
。
彼
は
、
前
述
の
選
挙
と
い
う

「事
実
の
力
」
云
々

の
引
用
文
に
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「と
り
わ
け
こ
の
こ
と
か
ら
、
各
代
議
士
は
、
多
少
な
り
と
も
特
別
に
そ
の
個
々
の
選
挙
区
の

代
表

含
ｏ
ＨΦり
『ｏり８
ご
ユ

Ｏ
ｏ
８
●
８
中】置
Φ
づ彎
けぃ８
］ぃｏじ

と
な
る
。
・…
‥
代
議
士
は
国
民
を
代
表
す
る
と
い
う
原
則
は
、
事
実
に
よ
っ
て

裏
切
ら
れ
る
。
諸
憲
法
が
、
被
選
出
者
の
選
挙
人
へ
の
従
属
を
予
防
し
よ
う
と
ど
ん
な
に
用
心
し
て
も
、
ま
た
、
代
議
士
を
そ
の
選
挙
区
か
ら

の
委
任
の
あ
ら
ゆ
る
縛
り
か
ら
解
放
し
て
も
、
諸
憲
法
は
選
挙
人
を
完
全
に
中
立
で
公
正
な
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が

っ
て
、

各
代
議
士
が
、
彼
ら
の
選
挙
人
の
感
情
を
反
映
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
の
個
別
的
利
益

（〓
”ＧＨｏオ

●
１
一】８
〕いｏ『し

に
奉
仕
す
る
こ
と

に
精
を
出
す
の
は
、
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。
代
議
士
に
国
民
の
み
を
代
表
せ
よ
と
い
う
の
は
、
不
可
能
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も
し
、
…

あ
る
候
補
者
が
、
票
を
得
ん
と
す
る
選
挙
人
会
に
た
い
し
て
、
あ
え
て
彼
ら
の
個
別
的
利
益
で
は
な
く
、
も
っ
ば
ら
国
家
的
利
益
の
み
を
擁
護

す
る
べ
く
努
力
す
る
と
宣
言
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
確
実
に
落
選
す
る
で
あ
ろ
奨
」。
テし
こ
で
も

「法
」
と

「
（政
治
的
）
事
実
」
の
区
別
と
い
う

彼
の
方
法
が
貫
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
「代
議
士
の
選
挙
民
へ
の
従
属
と
い
う
事
実
」
が
、
実
は
、
個
々
の
選
挙
区
の
、
そ
れ
も

そ
の
個
別
的
利
益
へ
の
従
属
と
い
う

「内
容
」
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
把
握
さ
れ
て
い
る
。
代
議
士
の
従
属
の
問
題
を
、　
一
た
び
法
の
領

域
か
ら
政
治
的
事
実
の
領
域
へ
と
解
き
放
つ
や
否
や
、
議
会
制
の
一
歴
史
的
形
態
の
下
で
の
こ
の
従
属
の
歴
史
的
に
固
有
な
質
に
つ
い
て
の
科

学
的
認
識
が
進
む
。
す
で
に
本
論
文
で
詳
し
く
解
明
し
て
き
た
よ
う
に
、
「選
挙
区
の
個
別
的
利
益
」
に
代
議
士
が
拘
束
さ
れ
る
様
は
、
小
選

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（五
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
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挙
区
制
と
地
方
行
財
政
シ
ス
テ
ム
と
の
結
合
と
い
う

「議
会
中
心
主
義
」
に
固
有
な
歴
史
的
条
件
の
産
物
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
、
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
の

「半
代
表
制
」
論
は
、
少
な
く
と
も
、
こ
の

「代
議
士
の
選
挙
民
へ
の
従
属
」
の
内
容
、
そ
の
質

に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
第
二
共
和
制
の

「議
会
中
心
主
義
」
の
客
観
的
事
実
を

「反
映
」
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と

も
、
そ
こ
に
は
、
フ」
う
し
た

「議
会
中
心
主
義
」
が
な
ぜ

（何
に
よ
っ
て
）
現
出
し
た
の
か
、
に
つ
い
て
の
分
析
は
な
い
。
彼
の
考
察
は
、
あ

く
ま
で
も
、
法
的

「制
度
」
の
政
治
的

「
機
能
」
に
ま
で
拡
張
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
止
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
機
能
を
支
え
る
社
会
的
基
盤
・

条
件
に
つ
い
て
の

（本
論
文
で
お
こ
な
っ
て
い
る
よ
う
な
）
言
及
は
な
円
。
そ
の
点
で
、
彼
の

「議
会
中
心
主
義
」
認
識
は
、
そ
の
客
観
的
事

実
の
一
定
の
反
映
を
含
ん
で
は
い
る
が
、
現
状

「肯
定
」
的
、
現
状

「固
定
」
的
認
識
と
い
う
刻
印
を
帯
び
て
い
る
。
例
え
ば
、
そ
れ
は
、
議

会
と
執
行
府
と
の
関
係
の
把
握
や

「
立
法
」
の
観
念
、
「比
例
代
表
制
」
に
対
す
る
姿
勢
な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
公
法

（す
な
わ
ち
第
二
共
和
制
憲
法
―
引
用
者
）
は
、
権
力
の
分
立
を
認
め
て
い
る
か
」

と
自
問
し
、
フＬ
れ
に
否
と
答
え
樋
。
こ
の
場
合
の

「権
力
分
立
」
と
は
、
国
家
権
力
を
三
つ
の
異
な
る
権
力
に

「分
割
」
ａ
いくいｏ」ｏ
己

し
、

実
質
的
作
用
を

「区
別
」
（慇
ｏｏ一”
】一∽詳
いｏ
こ

し
、
そ
れ
ら
を
独
立
で
対
等
で
相
互
に
関
わ
り
を
持
た
な
い
別
々
の
機
関
に
委
ね
る
体
制
の
こ

と
で
あ
る
。
彼
は
こ
れ
が
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ウ
の

「権
力
分
立
」
理
論
で
あ
る
と
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ウ
理
解
の
当
否
は
別
と

し
て
、
と
も
か
く
、
フ
ラ
ン
ス
公
法
の
体
制
は

「権
力
の
分
立
」
↑
８
贅
詳
ｏ
〓

８ヽ

も
８
く
ｏ一辱じ

制
で
は
な
く

「権
力
の
階
層
」
ｅ
Ｓ
一
３
いｏ
・

お
い
り
ｏ
●
く
ｏ
一『じ

制
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
る
。
「
フ」
の
権
力
と
権
威
の
位
階
制

（デ
】Ｇ屋
■ｏＦ
一３

の
な
か
で
、
立
法

府
は
最
高
の
権
力
を
有
す
る
。
そ
れ
は
、
始
源
的
な
か
た
ち
で
規
範
を
定
立
し
、
と
り
わ
け
、
自
由
に
法
を
創
造
す
る
。
そ
れ
が
制
定
す
る
規

律
は
、
国
家
の
最
高
の
創
設
的
な
法
秩
序
を
形
成
し
、
し
た
が
っ
て
、
立
法
機
関
以
外
の
す
べ
て
の
国
家
機
関
を
拘
束
す
る
」
。
こ
の
よ
う
な

認
識
の
背
後
に
は
、
国
家
権
力
の
主
体
で
法
人
た
る
国
家
の

「統

一
性
」
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
「
最
高
の
国
家
機
関
」
が
存
在
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
彼
の
国
家
法
人
説
の
立
場
も
あ
る
樋
、
立
法
府
＝
議
会
が
こ
の

「最
高
機
関
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
が

コ
賢
語
正
￥
菫
置



状
況
の
反
映
で
あ
る
こ
と
も
、
ま
た
否
定
で
き
な
い
。
彼
は
、
立
法
府
の
優
位
を

「立
法
」
と

「行
政
」
。
「司
法
」
と
の
間
の
形
式
的
効
力
の

差
異
か
ら
導
き
出
し
た
後
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
そ
の
上
、
立
法
機
関
の
優
位
性
は
、
い
わ
ゆ
る
立
法
行
為
す
な
わ
ち
立
法
と
い
う
特

殊
な
形
式
を
と
っ
て
行
わ
れ
た
行
為
の
力
の
優
越
に
よ
っ
て
の
み
示
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
優
位
性
は
、
執
行
権
そ
れ
自
体
の
行
使
に

関
わ
っ
て
も
顕
現
し
続
け
る
。
実
際
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
現
在
成
立
し
て
い
る
議
院
内
閣
制

（♂

祇
”
一８
ｏ
づ
電
］０８
ｏ●
”゙
中【３

に
お
い
て
は
、

執
行
活
動
は
、
議
会
自
体
に
よ
っ
て
直
接
行
使
さ
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
少
な
く
と
も
、
議
会
か
ら
派
生
し
、
議
会
の
統
制
と
後
援
の
も
と

で
行
政
・
統
治
を
お
こ
な
い
、
最
終
的
に
は
そ
の
行
為
の
す
べ
て
に
つ
い
て
議
会
に
責
任
を
負
う
内
閣
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
。
実
際
の
と
こ

ろ
、
こ
の
フＬ
と
に
よ
っ
て
、
議
会
は
、
立
法
権
同
様
に
、
執
行
権
の
主
人

（日
”
”けお
りの①こ
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
最
高
の
意
思
は
、

も
は
や
立
法
形
式
を
と
る
行
為
に
よ
ら
な
い
。
そ
の
形
式
の
い
か
ん
を
と
わ
ず
、
そ
の
意
思
の
表
明
、
要
望
、
決
議
、
議
事
の
進
行
あ
る
い
は

そ
の
動
議
は
、
執
行
活
動
の
一
般
的
方
針
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
活
動
の
実
施
を
構
成
す
る
個
別
的
な
決
定
ま
で
を
も
、
優
越
的
な
形
で
、
確
定

す
る
。
こ
の
観
点
か
ら
は
、
執
行
権
は
、
フ
・フ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、
支
配
さ
れ
た
下
位
の
権
力

（ｄ
Ｂ

づ口
一のｏ８
８

，
日
【諷
ｏ
３

一
．言

計
鳴
０
い乳
０曙いｏ目
）
と
い
う
特
質
を
有
す
る
」。
フＬ
う
し
た
執
行
権
の
議
会
へ
の
従
属
は
、
「
セ
ー
ズ

ｏ
メ
事
件
」
を
契
機
と
し
て
第
二
共
和
制

憲
法
の

″当
初
の
規
範
構
造
″
を
な
か
ば
歪
曲
す
る
形
で
進
行
し
た
の
で
あ
る
が
、
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
は
こ
れ
を
、
フ
ラ
ン
ス
公
法
が

採
用
す
る
体
制
と
し
て
把
握
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
第
二
共
和
制
憲
法
の

「法
規
範
」
か
ら
の
演
繹
と
い
う
よ
り
も
、
憲
法
運
用
と
い
う

「政
治
的
事
実
」
を
も
包
み
込
ん
だ

「議
会
中
心
主
義
」
の
実
態
か
ら
の
帰
納
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
体
制
認
識
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
、

彼
は
、
「議
会
中
心
主
義
」
状
況
を
所
与
と
し
て
受
け
取
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
認
識
の
構
造
は
、
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
の

「立
法
」
観
念
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
国
家
作
用
と
し
て
の

「立
法
」
は
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
の
形
式
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
。
「法
的
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
国
家
の
活
動
は
、
そ
の
目
的

あ
る
い
は
そ
の
内
在
的
性
質

含
諄
目
ｏ
中口
↑晴】口００ρｇ
）
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
純
理
的
な
考
察

（８
ヨ
“岩
Ｓ
け̈
〓
ｏ
Ｓ
けい８
〓
】Ｈｏし

に
よ
っ

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（五
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
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六

て
で
は
な
く
、
憲
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
そ
の
外
的
な
内
容

↑
ｏ・
Φ層

田
一Φ昌
ι

と
そ
の
法
的
効
果
に
関
わ
る
実
定
的
素
材
に
よ

っ
て
規

定
さ
れ
分
類
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
憲
法
は
、
種
々
の
国
家
活
動
の
性
格
づ
け
と
法
的
効
果
を
、
機
関
の
形
式
の
問
題
に
求
め

て
い
る
。
か
く
し
て
、
立
法
機
関
に
よ
っ
て
立
法
の
形
式
で
発
せ
ら
れ
た
決
定
は
、
憲
法
上
の
用
語
法
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
容
や
内
在
的
性

質
の
い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
、
法
律
と
い
う
名
称
を
常
に
持
切
」。
確
か
に
、　
一
八
七
五
年
憲
法
は
、
立
法
権
に
つ
い
て
、
「
立
法
権
は
両
院
、
す

な
わ
ち
代
議
院
と
元
老
院
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
」
と
だ
け
規
定
し
て
い
る
。
カ
レ
・
ド

・
マ
ル
ベ
ー
ル
は
、
こ
の
よ
う
な
法
文
上
の
表
現
な

ど
を
根
拠
に
、
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
。
「
フ
ラ
ン
ス
ρ
重
憲
法
は
、
共
和
暦
八
年

（
の
憲
法
―
引
用
者
）
以
来
（
革
命
期
の
諸
憲
法
と
異

な
り
、
も
は
や
列
記
と
い
う
方
法
や
、
ま
し
て
や
原
則
の
定
義
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
、
法
律
の
内
在
的
性
質
と
は
何
か
と
か
、
立
法
の
領
域

に
と
り
わ
け
含
ま
れ
る
事
項
は
何
か
と
か
を
決
定
す
る
こ
と
は
な
ぐ
な
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
沈
黙
は
、
諸
憲
法
が
新
た
に
法
律
の
形
式

的
側
面
し
か
認
め
な
く
な
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
」。
「
フ
ラ
ン
ス
の
実
定
法
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
素
材
に
よ
れ
ば
、
以
下
が
、
法
律
の

憲
法
的
観
念
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
律
と
は
、
何
よ
り
も
、
立
法
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
立
法
議
会
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
る
決
定
の
す
べ
て

で
あ
る
」
。
フ
ラ
ン
ス
憲
法
は

「形
式
的
立
法
の
観
念
」
し
か
持
た
な
い
、
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
規
定
は
、
立
法
は
あ
ら
ゆ
る
事
項

・
領
域

を
無
制
限
に
そ
の
対
象
と
し
う
る
、
と
い
う
ポ
ジ
テ
イ
ブ
な
効
果
を
伴
っ
て
立
ち
現
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
あ
ぐ
ま
で
も
、
「
法
的
」
側

面
か
ら
規
定
さ
れ
た
立
法
の
性
格
で
あ
っ
て
、
議
会
の
立
法
活
動
に
社
会
的
な
限
界
が
あ
り
、
執
行
府

・
裁
判
所
等
の
機
関
が
現
に
一
定
の
国

家
活
動
を
分
掌
し
て
い
る
、
と
い
う
フＬ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

「法
的
」
性
格
は
、
従
前
、
執
行
府
や
裁
判
所
が
所

掌
し
て
き
た
事
項
に
議
会
が

「立
法
」
と
い
う
形
式
で
介
入
し
、
こ
れ
を
吸
収
す
る
こ
と
を

″妨
げ
な
い
″
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
る
．

カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
は
述
べ
る
。
「実
際
に
、
法
律
の
領
域
は
無
制
限
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
行
政
府
の
権
限
と
し
て
留
保
し
立
法
権
を
排

除
す
る
よ
う
な
事
項
を
憲
法
が
指
定
せ
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
立
法
府
は
自
由
に
そ
の
活
動
を
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
対
象
に
拡
大
し
う
る
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
法
律
の
領
域
は
無
限
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
意
味
す
る
。
…
…
法
律
の
即
時
的
な
力

（Ｆ

リ
ロ
いｏ３
８
ｏ
一ヨ
日
ａ

３̈
ｏ
辟

Ｆ
ざ
じ



は
、
立
法
の
名
称
で
な
さ
れ
た
決
定
は
す
べ
て
、　
一
般
的
な
規
範
で
あ
ろ
う
と
個
別
的
な
措
置
で
あ
ろ
う
と
、
国
民
の
み
な
ら
ず
立
法
府
以

外
の
す
べ
て
の
他
の
国
家
機
関
に
対
し
て
、
…
優
越
的
な
力
を
も
っ
て
強
制
さ
れ
る
、
と
い
う
点
に
存
す
る
」。
こ
の
よ
う
な

「立
法
」
概
念

か
ら
、
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
は

「
予
算
＝
法
律
」
説
を
展
開
す
る
が
、
こ
の
点
は
ひ
と
ま
ず
措
く

（０
で
検
討
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ

の

「立
法
」
概
念
は
、
議
会
が
内
閣
に
対
す
る
統
制
を
通
じ
て
行
政
権
の
活
動
を
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
置
く
だ
け
で
な
く
、
そ
の
立
法

活
動
そ
れ
自
体
が
、
個
別
的
な
決
定
の
領
域
に
展
開
し
て
い
く
状
況
を

″正
当
化
″
す
る
意
味
を
持

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な

「立

法
」
概
念
の
成
立
が
、
そ
れ
を
担
う
機
関
が
国
民
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
た

（国
民
に
最
も
近
い
）
議
会
で
あ
る
と
い
ぅ
事
実
に
も
根
拠
を
有
す

る
と
さ
れ
て
い
る
の
を
み
れ
ば
、
こ
れ
は
、
も
は
や
、
「議
会
中
心
主
義
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
の
議
論
の

″現
状
維
持
″
的
性
格
は
、
そ
の
比
例
代
表
制
へ
の
姿
勢
の
中
に
と
り
わ
け
顕
著
に
現
れ
る
。
彼
は
、

比
例
代
表
制

・
利
益
代
表
制
を

「半
代
表
制
」
出
現
の
一
連
の

″流
れ
″
の
中
で
考
察
し
て
い
る
。
し
か
し
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
彼
に
と
っ

て
の

「半
代
表
制
」
は
、
あ
く
ま
で
も

「国
民
主
義
―
代
表
制
」
の
枠
組
を
維
持
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
比
例
代
表
制
な
ど
は

「直
接
制
」
ご
ｏ
ｒ
くｏ『〓
日
０ュ

一ぃ■ｏｏこ

の
原
理
に
基
礎
を
置
く
も
の
と
さ
れ
て
い
樋
。
と
こ
ろ
で
、
彼
の
議
論
に
は
、
「半
代
表
制
」
を
含

む

「代
表
制
」
は

「国
民
主
権
」
に
基
礎
を
置
く
が
、
こ
の
主
権
原
理
は

「直
接
制
」
を
排
除
す
る
、
と
い
う
枠
組
が
あ
る
。
こ
の
認
識
枠
組

そ
れ
自
体
の
当
否
は
別
と
し
で
、
こ
れ
に
従
え
ば
、
比
例
代
表
制
は

「半
代
表
制
」
を
超．
え．
る．
現
象
と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

点
で
の
彼
の
言
い
方
は
微
妙
で
あ
る
。
「原
則
と
し
て
、
す
な
わ
ち

一
七
九

一
年
憲
法
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
か
ら
出
発
す
れ
ば
、

比
例
代
表
制
が
代
表
制
の
傾
向
と
形
式
的
基
準
と
論
理
的
に
矛
盾
す
る
こ
と
は
疑
間
の
余
地
が
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
事
実

（］３

旨
い↑ｎ）
が
思
弁
的
な
論
理

（Ｆ

ざ
∞
いｏ
ｇ

層゙
９
いρ
ｇ
）
を
上
回
る
。
そ
こ
で
実
際
に
は
、
代
表
制
は
そ
の
創
設
者
が
考
え
て
い
た
の
と
は
ま
っ

た
く
別
の
意
味
へ
と
発
展
し
た
。
実
際
に
、
代
議
士
は
、
憲
法
の
文
言
に
よ
れ
ば
国
民
の
み
を
代
表
す
る
べ
き
と
こ
ろ
、
広
い
意
味
で
、
彼
の

当
選
を
確
保
し
て
く
れ
る
集
団
に
奉
仕
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
実
際
に
、
議
会
の
決
定
は
、
…
多
く
の
場
合
、
党
派
と
特
殊
利
益
の
多
様
性

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（五
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



法
経
研
究
四
〇
巻
二
号

（
一九
九
一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

に
対
応
し
た
個
別
の
集
団
か
ら
な
る
議
員
の
間
の
交
渉
と
調
停
の
結
果
で
あ
る
。
…
…
フ
ラ
ン
ス
や
そ
の
他
の
国
々
に
お
い
て
比
例
代
表
制
を

求
め
る
思
想
運
動
が
発
展
す
る
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
、
た
と
え
こ
の
制
度
が
代
表
制
の
本
質
か
ら
引
き
出
さ

れ
る
法
論
理
に
よ
っ
て
は
正
当
化
さ
れ
得
な
い
と
し
て
も
、
ま
た
、
た
と
え
代
表
制
と
矛
盾
す
る
と
し
て
も
、
政
治
的
理
由

（８
騒
８

り
ｏ
】”〓

颯
ｏし

に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
代
表
制
が
被
っ
て
い
る
事
実
の
変
化

含
８

オ
”
日
ま
」８
ユ

ｏ̈
ヨ

鮎Φ
貯
い↓

に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
」
。
こ

こ
で
は
、
か
の

「法
的
」
で
は
な
い

「政
治
的
事
実
」
に
よ
っ
て
比
例
代
表
制
を
容
認
し
て
い
る
よ
う
に
も
と
れ
る
。
し
か
し
、
カ
レ
・
ド
・

マ
ル
ベ
ー
ル
の
議
論
は
、
あ
く
ま
で
も
制
度
と
し
て
の
比
例
代
表
制
の
導
入
に
対
す
る
慎
重
な
姿
勢
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
。
彼
は
、
比
例

選
挙
制
は
代
表
制
の
原
理
に
抵
触
せ
ず
、
選
挙
の
や
り
方
を
修
正
す
る
だ
け
で
あ
る
、
と
い
う
サ
リ
ポ
ロ
ス
の
議
識
を
批
判
し
て
、
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。
「
フ
ラ
ン
ス
公
法
が
現
在
に
至
る
ま
で
比
例
選
挙
の
純
粋
な
制
度
を
実
現
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
こ

の
点
で
は
真
の
民
主
制
で
は
な
い
フ」
と
を
証
明
す
る
の
に
、
ま
さ
に
十
分
で
あ
る
」。
「今
日
、
こ
の
多
数
制
の
手
法

（多
数
代
表
制
―
引
用
者
）

を
比
例
制
に
取
り
替
え
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
こ
の
転
換
は
こ
の
領
域
で
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
発
展
の
自
然
な
継
続
、
補

完
の
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
比
例
制
の
創
設
は
代
表
制
の
原
理
に
対
す
る
新
た
な
侵
害
で
あ
り
、
こ
の
種
の
統
治
の
新
た
な
歪
曲
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
、
説
明
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
サ
リ
ポ
ロ
ス
氏
の
理
論
に
向
け
ら
れ
る
べ
き
論
駁
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
点
を
無
視
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」。
ま
た
、
彼
は

一
九

一
九
年
の
代
議
院
選
挙
法
が

「真
の
比
例
制
」
を
実
現
し
た
も
の
で
は
な
い
と
も
指
摘
す

れ
に
要
す
る
に
、
彼
の
理
解
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
フ
ァ
ン
ス
第
二
共
和
制
は
、
「直
接
制
」
の
原
理
に
基
づ
く
比
例
代
表
制
を
未
だ
に
実
施
し

て
は
い
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
「国
民
主
権
」
と

「代
表
制
」
の
原
理
を
維
持
す
る

「半
代
表
制
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
比
例
代
表
制

導
入
論
に
対
し
て
は
、
こ
の
原
理
的
相
違
を
無
視
し
て
い
る
と
し
て
、
″冷
水
を
掛
け
る
″
議
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、

カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
は
、
そ
の
方
法
枠
組
に
基
づ
い
て
、　
一
方
で
、
比
例
代
表
制
へ
の
動
き
を

「政
治
的
事
実
」
と
し
て
認
識
τ
つ
つ
も
、

他
方
で
、
こ
れ
を

「法
的
制
度
」
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
に
消
極
的
な
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
、
と
い
え
よ
一製
。



以
上
の
議
論
全
体
を
通
じ
て
言
え
る
こ
と
は
、
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
の

「半
代
表
制
」
論
は
、
本
論
文
が
綾
々
明
ら
か
に
し
て
き
た

「議
会
中
心
主
義
」
状
況
、
す
な
わ
ち

一
八
九
〇
年
代
に
確
立
し
二
十
世
紀
を
迎
え
る
と
と
も
に
動
揺
に
さ
ら
さ
れ
る
に
至
る
フ
ラ
ン
ス
議
会

制
を
現
状
固
定
的
に

″描
写
″
す
る
認
識
論
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
法
原
理
を
も
組
み
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
現
状

維
持
的
に
正
当
化
す
る
実
践
的
理
論
で
も
あ
っ
た
。

（未

むこ

（
１

）

０
”
”〓

・
Ｕ
ｏ
Ｌ
ｐ
●
ヽ
『
ｏ
ｒ

ｒ
”

ｏ
目
．ｏ
ｏ

●
Φ

【ｐ

り
２
ｏ
●
ｏ
ｏ

り
ｏ
】
ぃ
一
ぃ
０
」
Ｐ
”

‘
∪

。「
・
・一
・Ｈ
Ｐ

μ
８

Ｐ

，
い
０
，
Ｐ

Ｈ
ｏ
８

一∽
”
】
Ｒ
〓
ｏ
Ｐ

く

”
‐
一‐
〓

く
【
”
い
日

０
目
一

●
い
０

０吋一いΦ
一
〇
一”
りｏいΦ●
００
ｏ
ｏ
］【一いｎ
Ｃ
ｏ一」
コ
。「
・り
〓
Ｆ
ωＯいい０一”
・

（
２
）
と
り
あ
え
ず
、
以
下
参
照
。
杉
原
泰
雄

「
い
わ
ゆ
る
半
代
表
制

（Ｆ

”
ｏ
“
お
日
ｏ日
Φュ

めｏ日
い‐お
り
凛
８
諄
騨
一じ

の
構
造
に
つ
い
て
」

一
橋
論
叢

六
五
巻

一
号

一
九
七

一
年
、
同

「国
民
代
表
制
」
清
宮
四
郎

・
佐
藤
功

・
阿
部
照
哉
・
杉
原
泰
雄
編

『新
版
　
憲
法
演
習
二
』

一
九
八
〇
年
、
樋
口
陽

一
『議
会
制
の
構
造
と
動
態
』

一
九
七
三
年
四
二
頁
以
下
、
高
橋
前
掲
書
三
〇
三
頁
以
下
、
成
嶋
隆

「
エ
ス
マ
ン
以
降
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
議
論
」

法
律
時
報
六
二
巻
六
号

一
九
九
〇
年
。
な
お
、
エ
ス
マ
ン
の

「半
代
表
制
」
論
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
良
弘

「
ジ
ロ
ン
ド
憲
法
と

『半
代
表
制
』
Ｉ
Ａ

・

エ
ス
マ
ン
の
見
解
を
め
ぐ
っ
て
―
」
富
山
大
学
経
済
論
集
三
〇
巻
三
号

一
九
八
五
年
、
参
照
．
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
の

「半
代
表
制
」
論
に
つ
い

て
は
、
杉
原

「カ
レ
一
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
の
国
民
主
権
論
と
国
民
代
表
制
論
」
『
田
上
穣
治
先
生
喜
寿
記
念
　
公
法
の
基
本
問
題
』

一
九
八
四
年
所
収
、

塚
本
俊
之

「
レ
イ
モ
ン
・
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
の
議
会
制
論
」
早
稲
田
大
学
法
研
論
集
五
一
号
五
二
号

一
九
八
九
―
九
〇
年
、
参
照
。

（
３

）

＞

。日
０
日

２
Ｆ

∪

Φ
口
ｘ

』
ｏ
『
ヨ

ｏ
∽

』
ｏ

”
●
ｏ
く
Φ
呵
い
０
日

０
●
Ｆ
”

ｏ∪

・り
。
・一
■

・
い
∞
ｏ
♪

●
・Ｎ
Ｐ

（４
）
Ｈげ
“Ｐ
・

（
５
）
０
い・・Ｈげ
い，
も
フ
３
ふ
。

（
６
）
Ｏ
Ｆ
夢
〓
・・や
いド

権
力
濫
用
に
た
い
す
る
保
障
と
し
て
は
、
そ
れ
以
外
に
も
、
立
法
府
の
二
院
制
、
執
行
府
に
お
け
る
大
臣
の
政
治
責
任

・
刑
事
責

任
、
司
法
部
に
お
け
る
陪
審
等
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
Ｏ
Ｆ
夢
〓
・

（
７
）
０
喘・Ｌ
〓
，
も
フ
Ы
‐ω９

た
だ
し
、
「半
代
表
制
」
の
下
で
も

「司
法
権
の
独
立
」
は
確
保
さ
れ
る
と
す
る
。
Ｏ
Ｆ
Ｆ
〓
も
。調
。

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（五
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



法
経
研
究
四
〇
巻
二
号

２

九
九

一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

（
８
）
エ
ス
マ
ン
の
憲
法
学
に
つ
い
て
、
高
橋
和
之
は
、
「近
代
的
自
由
を
保
障
す
べ
き
精
神
を
も
っ
て
歴
史
上
発
展
し
て
来
た
諸
制
度

・
諸
理
論
と
い
う
観

点
か
ら
、
そ
れ
ら
諸
制
度

・
諸
理
論
が
相
互
の
論
理
的
関
係
に
基
づ
く
体
系
性
な
し
に
羅
列
的
に
集
大
成
さ
れ
」
（傍
点
は
原
文
）
て
い
る
、
と
述
べ
て

い
る

（高
橋
前
掲
書
八

一
頁
）
が
、
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
実
は
、
こ
う
し
た
彼
の
憲
法
学
の
方
法
が
、
そ
の

「半
代
表
制
」
論
の
構
成
を
も
規
定
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
９
）
日
∽
日
Φ
ぃＰ
ｏ
や
ａ
ｒ
・フ
∞９

（１０
）
夢
〓
も
。含
。
も
っ
と
も
、
エ
ス
マ
ン
は
、
「
そ
れ
は
、
当
面
あ
り
そ
う
も
な
い
」
と
付
け
加
え
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
な
い
。
Ｏ
Ｆ
夢
〓
・

（ｎ
）
高
橋
前
掲
書
八

一
頁
、　
一
〇
九
頁
以
下
参
照
。

（
‐２
）
「
そ
れ

（半
代
表
制
―
引
用
者
、
以
下
同
じ
）
は
、
ま
た
、
こ
の
巨
大
な
権
力

（議
会
の
専
制
）
を
相
殺
ｔ
う
る
自
生
の
分
銅
を
有
し
て
い
る
。
私
は
、

そ
れ
を
、
司
法
権
の
独
立
以
外
に
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
三
つ
の
も
の
に
見
い
だ
す
」
。
日
り
日
ｏす
ｂ
や
ｏ
■
も
・計
。
こ
の
三
つ
の
も
の
と
は
、
比
例
代

表
制
、
命
令
的
委
任
、
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
で
あ
る
。
フ
し
れ
ら
は
、
私
が
代
表
制
に
侵
入
す
る
脅
威
と
し
て
指
摘
し
た
新
作
で
あ
る
。
体
制

（
代
表
制
）

は
、
す
で
に
そ
れ
自
体
の
分
銅
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
は
弱
体
化
の
重
要
な
要
因
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
こ

（
半
代
表
制
）
で
は
、

そ
れ
ら
は
、
論
理
的
帰
結
で
あ
る
と
同
時
に
、
有
益
で
か
つ
必
要
な
抑
制
で
あ
る
」
。
３
〓
・

（
‐３
）
【〓
↑
甲
ω
ド

（
‐４
）
杉
原
前
掲

「国
民
代
表
制
」
二
九
五
頁
、
只
野

「
フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
下
の
選
挙
改
革

（三

・
完
ど

一
橋
研
究

一
五
巻
四
号

一
九
九

一
年
九
Ω
員
、

参
照
。

（
‐５
）
伊
藤
前
掲
論
文

四
八
九
頁
参
照
。

（
‐６
）
Ｏ
Ｆ
国
の
日
ｏ
〓
ｂ
ぎ
目
ｏュ
リ
０
０
０
ヽ
３
一
８
●
φ
一ぃ言
一いｏ
●
●
＆

や
営
８
お

９

８
日
●
“
鳳
・％
ｏ
Ｐ
】３
に
も
。ヽ

溶
一。ｐ

こ
の
点
も
高
橋
の
い
う
エ
ス
マ

ン
憲
法
学
の

「
羅
列
的
集
大
成
」
と
い
う
性
格
と
関
わ
っ
て
い
る
。
高
橋
前
掲
書

一
〇
七
頁
注

（１４
）
参
照
。

（‐７
）
０
，
。日
ｏ
日
Ｒ
Ｆ
Ｏ
フ
ュ
奮
Ｕ
ｏ
●
ド
‥
，
Ｎ
Ｆ

（
‐８
）
【〓
，
甲
ω，

（‐９
）
伊
藤
前
掲
論
文
四
八
九
頁
参
照
。
な
お
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
高
橋
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
エ
ス
マ
ン
は
、
代
表
者
が
選
挙
民
の
意
思
に

法
的
で
あ
れ
事
実
上
で
あ
れ
拘
束
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
必
ず
ｔ
も

『半
代
表
制
』
の
内
容
と
し
て
掲
げ
て
い
な
い
。
た
し
か
に
、
『命
令
的
委
任
』
の
制

度

（例
え
ば
リ
コ
ー
ル
制
）
を

『対
抗
力
』
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
エ
ス
マ
ン
の
論
旨
で
は
、
こ
の
制
度
が
欠
け
れ
ば

『
半
代
表



制
』
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
」
（高
橋
前
掲
書
三
〇
八
―
九
頁
）。
し
か
し
、
私
が
理
解
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
エ
ス
マ
ン
は
、
理
論
構
成
の

上
で
は
い
「命
令
的
委
任
」
を

「
半
代
表
制
」
の
内
容

・
要
素
と
し
て
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の

「半
代
表
制
」
が
、
現
実
の
制

度
実
例
の
裏
づ
け
を
も

っ
て

「命
令
的
委
任
」
を
要
素
と
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
高
橋
の
エ
ス
マ
ン

理
解
は
、
私
の
い
う
後
半
部
分
の
み
を
強
調
し
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
。
私
の
考
え
は
、
右
の
よ
う
な
エ
ス
マ
ン
の
理
論
の
全
体
構
造
を
、
そ
の
も
の

と
し
て
把
握
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

（
２０
）
杉
原
前
掲

「国
民
代
表
制
」
二
九
五
頁
以
下
参
照
。

（
２‐
）
高
橋
前
掲
書
三
〇
五
頁
以
下
、
三
二
八
頁
以
下
参
照
。

（
２２
）
拙
稿

「
カ
シ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
の

『国
民
主
権
』
論
の
方
法
的
基
礎
に
関
す
る
覚
書
」

一
橋
論
叢

一
〇

一
巻

一
号

一
九
八
九
年
。

（
２３
）
同
上
六
四
頁
参
照
。
な
お
、
ル
ソ
ー
の

「人
民
主
権
」
論
を
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
の
当
否
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
同
上
六
五
頁
以
下
参

照
。
ち
な
み
に
こ
の
問
題
は
ル
ソ
ー
の

『社
会
契
約
論
』
に
お
け
る

「個
別
意
思
」
と

「
一
般
意
思
」
と
の
関
わ
り
の
問
題
に
も
連
な
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト

・
グ
レ
ト
ゥ
イ
ゼ
ン

『
ジ
ヤ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
』
（小
池
健
男
訳
）

一
九
七
八
年

（原
著
は

一
九
四
九
年
）
七
〇
頁

以
下
参
照
。

（
翻晨
）
国
Ｆ
Ｏ
”
『
け
０
聾
Φ
】≦
”
Ｈげ
０
ヽ
”
・０
０
●
一晴
【σ
●
〓
０
●

ツ

一”

一Ｆ
ｏ
Ｏ
嗜
】０
”
０
●
０
■
，
〕ｏ
い
ｏ
一Ｊ
軍
，
Ｆ
Ｆ
”
。い
Ｏ
Ｎ
Ｎ
・
●
・い
０
一
・

（２５
）
渡
辺
良
二
『近
代
憲
法
に
お
け
る
主
権
と
代
表
』

一
九
八
八
年
四
三
―
四
頁
、
前
掲
拙
稿
六
七
―
八
頁
、
高
橋
前
偶
書

一
五
七
頁
参
照
。

（
２６
）
前
掲
拙
稿
六
八
買
以
下
参
照
。

（
２７
）
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
は
述
べ
る
。
「実
際
の
と
こ
ろ
、
国
民
主
権
の
原
理
は
、
国
民
の
能
動
的
な
力

（
ｏ
日
務
”
目
８

，
ｏ一い春
）
の
存
在
を
明
確

に
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
国
民
の
諸
機
関
に
よ
っ
て
実
際
に
行
使
さ
れ
る
権
力
を
制
限
し
、
規
制
的
な
条
件
に
従
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

か
く
し
て
、
こ
の
原
理
は
、
…
と
り
わ
け
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
射
程

（り
ｏ
諄
９

口
∬
下
一いお
）
を
有
す
る
。
そ
れ
は
、
憲
法
上
の
機
関
が
保
有
す
る
権
力

は
、
そ
れ
自
体
に
出
来
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
し
て
、
そ
れ
自
体
の
意
思
の
優
越
性
を
た
だ
単
に
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
も
な
く
、
む
し
ろ
、
こ

の
権
力
が
統
治
者
に
対
し
て
上
位
の
国
民
の
組
織
定
款

（ロ
ロ
諄
諄
算

ｏ
■̈
ｐ
目
．０
●
Φ
●
盟
ぃ０
●
ュ
）
か
ら
派
生
し
、
個
人
の
意
思
に

優
越
す
る
国
民
の

意
思
を
そ
の
あ
れ
こ
れ
の
担
い
手
か
ら
解
放
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
」
。
０
，
ｌ
ｏ、
ヽ
ｏ
〓
ユ
げ
ｏ出
いｏ
●
・ｏ〓
ｏ
ｏ
ユ
‐

『夢
ユ
中ｏ
●
・・↑
Ｆ
３
８
ｏフ
【Ｒ

●
２
八
日
）。
な
お
、
前
掲
拙
稿
七
三
頁
、
高
橋
前
掲
書

一
五
五
―
六
頁
参
照
。
こ
の

「
（特
定
の
個
人
に
せ
よ
人
民
全

体
に
せ
よ
）
あ
ら
ゆ
る
絶
対
的
権
力
の
否
定
」
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
は
、
バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
の

「制
限
主
権
」
論

（
「
主
権
は
制
限
さ
れ
た

フ
一フ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（五
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



法
経
研
究
四
〇
巻
二
号

（
一
九
九

一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

相
対
的
な
形
で
の
み
存
在
す
る
」
）
の
そ
れ
と
共
通
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
限
り
に
お
い
て
、
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
は
、
エ
ス
マ
ン
同
様
、
「
十
九

世
紀
自
由
主
義
の
理
念
」
の
下
に
あ
る
。
前
掲
拙
稿
七
〇
頁
参
照
。
な
お
、
こ
の
点
で
は
、
以
下
の
書
物
が
興
味
深
い
繋
引
を
行
っ
て
い
る
。
〇
・口
”
ｏ
２
〕

０
”
『
Ｏヽ、　
い
Φ
一〓
【”
日σ
ｏ「”
Φ，
電
Ｏ
『
中”
い●
０
●
Φ
【”
　
鮎
い０一̈
●
０一いＯ
い
ｏ●
一■０
０
０
●
く０「
”
ぃい
ｏ
一Φ、　
』
饉
　
り
Φ
暉
も
］Φ
Ｏ一
〇
０
●
くΦ『ｐ
い目
Φ
一０
口
”
いいＯ
目
”
】Φ
Ｈ̈ｏ∞
い
。

（
２８
）
０
，
『
凛

一
ｏ
〓
”
】び
Φ
『∞
・Ｏ
Ｔ
ａ
ｒ
・一』
・フ
い０
０
●
ｏ
一Φ
（いＯ
Ｖ

（２９
）
Ｈげ
【，
も
あ
∞
ω
口
ｏ
お
含
じ
。

（
３０
）
０
ぃｏ・Ｈσ
い，
も
』
ｏ
∞
ま
あ
。

（
３‐
）
Ｑ
ぃｏヽ
Ｈげ
”，
も
あ
『
Ｆ

・゙ｐ

（
３２
）
【匡
，
も
）
∞
ｏ∞
ふ
。

（
３３
）
Ｈ〓
↑
も
・電
”

（
３４
）
例
え
ば
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「次
の
よ
う
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
政
治
学
の
観
点
か
ら
は
、
協
働

（８
｝Ｆ
σ
ｏ
弓
諄
ざ
●
国
家
と
そ
れ
を

構
成
す
る
諸
個
人
の
―
引
用
者
）
は
、
今
日
、
国
家
の
定
義
に
お
い
て
第

一
義
に
置
く
に
値
す
る
。
反
対
に
、
法
的
な
定
義
は
、
国
家
的
共
同
体
に
固

有
な
力
を
国
家
の
本
質
的
特
徴
、
最
高
の
属
性
と
し
て
措
定
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
夢
〓
。卜
Ｆ
＞
く”
ュ
も
８
ｕ
ｏ
ｏ
Ｘ
く
・
「国
家
は
、
法
的
に

は
、
そ
の
公
法
的
、
憲
法
的
制
度
を
知
り
、
考
慮
に
い
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
こ
れ
を
定
義
し
、
そ
の
性
格
と
実
質
的
内
容
を
認
識
し
、
確
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
方
法
こ
そ
、
本
書
が
国
家
の
法
的

一
般
理
論

（Ｆ

諄
ｏ、ｏ
Ｈげ

言
口
．口
い０
口
Φ
”
０口
ｏ、Ｅ
Ｆ

ヽ
０
【ぃい
す
じ

を
引
き
出

す
た
め
の
導
き
と
す
る
方
法
で
あ
る
」。
Ｆ
〓
。も
ヽ
・

（
３５
）
宮
沢
俊
義
の
有
名
な
論
文

「国
民
代
表
の
概
念
」
（
『
公
法
学
の
諸
問
題
―
美
濃
部
教
授
還
暦
記
念
―
』

一
九
三
四
年
所
収
、
の
ち
に
宮
沢

『
憲
法
の

原
理
』
に
も
収
録
）
で
の
議
論
も
、
実
は
、
同
等
の
水
準
に
お
い
て
な
さ
れ
た
議
論
と
い
え
る
。
宮
沢
が
同
論
文
の

「結
論
」
で
、
「代
表
な
る
表
象
が

ひ
と
え
に
唯
名
的
な
も
の
で
、
そ
の
名
の
背
後
に
は
何
ら
の
法
律
的
実
在
が
存
し
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
そ
れ
が
全
く
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
す
ぎ
ぬ
」

と

（
『
憲
法
の
原
理
』
三
二
四
頁
）
述
べ
る
と
き
、
「代
表
の
法
的
概
念
」
の
虚
偽
性
を
暴
露
し
こ
れ
か
ら
解
放
さ
れ
た
上
で
、
「
代
表
の
政
治
的

（
あ

る
い
は
、
「社
会
学
的
」
と
い
っ
て
も
よ
い
）
概
念
」
の
構
成
の
可
能
性
が
、
ま
さ
し
く
可
能
性
と
し
て
、
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
宮

沢
自
身
は
、
そ
の

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
」
の
方
法

（
こ
れ
に
つ
い
て
は

『憲
法
の
原
理
』

一
八
五
頁
以
下
参
照
）
の
狭
さ
ゆ
え
に
、
こ
れ
を
手
が
け

る
こ
と
な
く
終
わ
っ
て
い
る
。

（
３６
）
０
”
『
喘ｏ
●
Φ
〓
ｐ
】ヴ
ｏ
「”
ｏ
）
Ｌ
一。・一も
いｏ
フ
蛍
ド
ふ
。



（３７
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
塚
本
前
掲
論
文

（
二

上
こ

法
研
論
集
五
二
号

一
三
二
頁
参
照
。

（３８
）
Ｏ
Ｐ
・０
，
ｌ
ｏ
●
ｏ
〓
”
】ぴ
ｏ
””
ｏ
フ
魚
す
。一』
・フ
【ｏ，

（“測
）
０
”
・０
”
【
■ｏ、
一
Φ
】≦
”
】げ
Φ
『”
・Ｏ
●
・０諄
〓
す
Ｎ
。「
・ＮＯ
・

（
４０

）

こ

の

点

に

つ

い

て

は

、

以

下

参

照

。

９

聟

８

●
８

”
ョ

ト
．
《
国
磐

ヽ
率

き

め

ざ

し

Φ
一

ご

の
３

，
Ｓ

一
ざ

●

３

り

ｏ
ｏ
冒

ａ

『
”
ら
”
〓

〓

Φ、
ご

口
電

の

】″
■
０
”
『
『
ｏ、　
一
０
〓
”
】げ
ｏ
■
”
・いＯ
ω
ω
一口
一一０
・．Ｆ
”
づ
０
●
“
ｏ
い
ｏ
Ｏ
口
∽
一いけ暉
一】Ｏ
●
●
ｏ
｝【ｏ　
一
〇
　
７
【０
●
一ｏ
の
０
口
ぃΦ
Ｃ
・Ｑ
”
●
∽
　
Ｆ
・”
　
ｏ
①
口
ω
ぃ
Φ
　
り
０
一【一一Ｏ
Ｃ
ｏ
　
①一　
ｏ
Ｏ
ｐ
∽
↑̈
‐

↑“
一一〇
●
●
０【】Φ
ヽ
Φ
】≦
Ｏ̈
●
一Φ
め
ρ
』
一①
●
“い０
い
い
。

（
４‐
）
０
，
ｌ
ｏ
Ｏ
ｏ
〓
”
Ｈげ
Φ
『
”
ｏ
フ
■
一。卜
Ｐ
フ
ロ
キ

（
４２
）
０
い。」コ
一聾
も
。巨
ｏ
ｏ
一あ
。

（
４３
）
０
「・・Ｆ
〓
。も
・〓
き
一・ｐ
　
　
　
　
　
　
　
　
・

（４
）
Ｈ〓
，
も
甲
鮎
Ｎ
あ

（“
）
こ
れ
と
の
関
係
で
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
の

「執
行
権
」
論
に
つ
い
て
は
、
以
下
参
照
。
光
信

一
宏

「
フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
下
の
執
行
権
論
」

愛
媛
法
学
会
雑
誌
十
五
巻
二
号

一
九
八
八
年

一
七
九
頁
以
下
、
浦
口

一
郎

「緊
急
権
の
根
拠
と
執
行
権
の
観
念
」
杉
原
他
編

『平
和
と
国
際
協
調
の
憲

法
学
―
深
瀬
忠

一
教
授
退
官
記
念
―
』

一
九
九
〇
年

一
一五
九
頁
以
下
。

（“糊
）
０
，
電
『い
Ｏ
Φ
】‘
”
一げ
Φ
『”
・Ｏ
●
・ｏ■
〓
す
Ｆ
り
。Ｎ
６∞
・

（″
）
】〓
，
も
・ミ
い
●
２
ス
８
Ｙ

（盤
）
Ｈ〓
，
も
。田
メ

（４９
）
Ｈげ
い，
も
や
ω
Ｎ「あ
・

（
５０
）
「現
代
国
家
に
お
い
て
、
法
律
は
、
行
政
機
関
と
区
別
さ
れ
た
立
法
機
関
の
決
定
と
性
格
づ
け
ら
れ
る
だ
け
で
な
い
。
そ
の
う
え
に
、
と
り
わ
け
最
高

の
定
款
と
み
な
さ
れ
る
の
に
寄
与
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
法
律
を
制
定
す
る
機
関
に
特
有
の
性
格
、
固
有
の
性
質
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、

現
代
の
法
律
は
、
市
民
団
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
市
民
団
の
う
ち
の
比
較
的
か
な
り
の
人
数
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
た
議
会
の
承
認
を
経
て

の
み
成
立
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
法
律
は
、
民
選
の
議
会
に
よ
っ
て
直
接
、
制
定
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
立
法
機
関
は
、
そ
れ
が

一
般
的
な
意
味
の

そ
し
て
広
義
の
国
民
の
機
関

（
ｏ
吋”
ｐ
●
３

で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
市
民
団
の

『代
表
』
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
機
関
と

区
別
さ
れ
る
。
（
こ
の
）
代
表
と
は
、
こ
の
代
表
体
と
市
民
団
に
結
ぶ
選
挙
と
い
う
絆
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
今
日
の
議
院
内
閣
制
に
よ
っ
て
、
…
民
選
議

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（五
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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五
四

会
が
表
明
し
た
意
思
が
選
挙
人
団
の
意
味
に

一
致
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
要
す
る
に
、
今
日
の
議
会
制
の
国
家
に
お
い
て
は
、
市
民
団

・、
あ

る
い
は
少
な
く
と
も
選
挙
人
こ
そ
が
代
表
議
会
を
媒
介
と
し
て
国
の
法
律
を
制
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
現
代
民
主
主
義
国
家
に
お
い
て

は
、
こ
う
し
た
条
件
の
下
で
、
法
律
は
国
家
の
最
高
意
思
の
表
明
と
し
て
現
れ
る
％

０
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曽
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（
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こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
杉
原
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民
主
権
の
研
究
』
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